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１
月
４
日
、
琴
丘
総
合
体
育
館
に
お

い
て
三
種
町
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
こ
の
日

は
、
町
消
防
団
員
84
人
と
三
種
消
防

署
員
、
町
関
係
者
な
ど
、
合
わ
せ
て

１
２
７
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

先
に
行
わ
れ
た
無
火
災
祈
願
祭
で

は
、
今
年
の
無
火
災
が
祈
願
さ
れ
、
続

け
て
車
両
清
祓
い
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
秋
田
県
知
事
表
彰
を
は

じ
め
と
す
る
各
表
彰
の
授
与
が
行
わ

れ
、
92
個
人
と
７
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

田
川
町
長
に
よ
る
式
辞
で
は
「
令
和

３
年
は
、
火
災
10
件
と
行
方
不
明
者
の

捜
索
１
件
が
あ
っ
た
が
、
消
防
団
に
は

引
き
続
き
地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
励

ん
で
も
ら
い
た
い
。
消
防
装
備
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
可
搬
ポ
ン
プ
８
台
を
更

新
し
、
今
後
も
計
画
的
に
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
、
石
井

義
則
団
長
は
「
昨
年
は
自
然
災
害
は
発

生
し
な
か
っ
た
が
、
火
災
と
行
方
不
明

者
の
捜
索
が
あ
っ
た
。
予
期
せ
ぬ
災
害

に
対
処
す
る
の
が
、
消
防
人
と
し
て
の

使
命
だ
と
思
う
の
で
、
し
っ
か
り
準
備

し
て
も
ら
い
た
い
。
無
火
災
祈
願
を
し

た
よ
う
に
、
無
火
災
を
決
意
し
、
予
防

活
動
に
尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
団

員
に
対
し
訓
示
し
ま
し
た
。

三種町　消 防　出初式
令和４年
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⃝

有
功
章

　

第
２
分
団　

分
団
長　

宮
田　

紀
英

　

第
３
分
団　
副
分
団
長　

山
﨑　
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第
５
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分
団
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敏
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第
７
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分
団
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悟
史

　

第
７
分
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副
分
団
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青
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勇
人

　
三
種
消
防
署　
消
防
司
令　

三
浦　

孝
則

⃝

30
年
永
年
勤
続
章

　

本
部
分
団　
副
分
団
長　

新
堀　

一
利

　

第
４
分
団　

班　

長　

渡
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勉

　

第
７
分
団　
副
分
団
長　

佐
々
木
秋
彦

　

第
８
分
団　

部　

長　

金
子　

英
人

　

第
８
分
団　

部　

長　

三
浦　

幸
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⃝

25
年
永
年
勤
続
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第
１
分
団　

分
団
長　

工
藤　

秀
易

　

第
５
分
団　

団　

員　

髙
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正

　

第
５
分
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田
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博
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７
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８
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⃝

20
年
永
年
勤
続
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１
分
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長　

牧
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和
人

　

第
１
分
団　

団　

員　

伊
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清
貴

　

第
２
分
団　
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長　

斉
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秀
一

　

第
２
分
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菊
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博
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第
２
分
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２
分
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分
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分
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英
人

　

第
６
分
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隆
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分
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近
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淳
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分
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田
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栄
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８
分
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牧
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貴
人

⃝

10
年
勤
続
章

　

第
１
分
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長　

畠
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慶
太

　

第
２
分
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班　

長　

板
垣　

雄
平

　

第
４
分
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三
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忍
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髙
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髙
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田
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太
郎

　

第
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分
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小
山
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第
７
分
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金
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浩
二

　

第
７
分
団　

団　

員　

田
代　

隆
太

　

第
７
分
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西
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高
生

　

第
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分
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清
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和
也

　

第
８
分
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団　

員　

檜
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大
輝

　

第
８
分
団　

団　

員　

畠
山　

勝
人

　
三
種
消
防
署　
消
防
副
士
長　

志
田　

順
一

　
三
種
消
防
署　
消
防
副
士
長　

岳
田　

貴
浩

　
上
岩
川
分
署　
消
防
副
士
長　

宮
田　

昴
弥

⃝

７
年
勤
続
章

　

第
２
分
団　

団　

員　

田
中　

隼
人

　

第
３
分
団　

班　

長　

工
藤　

誉
久

　

第
３
分
団　

班　

長　

加
藤　

信
広

　

第
４
分
団　

団　

員　

小
沢　

裕
樹

　

第
４
分
団　

団　

員　

石
井　

雄
大

　

第
４
分
団　

団　

員　

石
川　

翔
也

　

第
５
分
団　

班　

長　

佐
藤　

満
善
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５
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５
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５
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博
和

　

第
６
分
団　

団　

員　
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井　
　

忍

　

第
７
分
団　

班　

長　

佐
々
木
大
介

　

第
７
分
団　

団　

員　

佐
藤　

慶
征

　

第
８
分
団　

団　

員　

岩
谷　

侑
哉

　
三
種
消
防
署　
消
防
副
士
長　

児
玉　

駿
介

⃝

５
年
勤
続
表
彰

　

第
１
分
団　

団　

員　

伊
藤　

宏
樹

　

第
５
分
団　

団　

員　

内
藤　

博
秀

　

第
５
分
団　

団　

員　

山
田　

和
幸

　

第
５
分
団　

団　

員　

近
藤　
　

聖

　

第
６
分
団　

団　

員　

小
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正
広

　

第
７
分
団　

団　

員　

佐
々
木
勝
美

　

第
７
分
団　

団　

員　

佐
々
木
雄
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第
７
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拓
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第
８
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荒
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第
８
分
団　

団　

員　

畠
山　

秀
友

　

第
８
分
団　

団　

員　

荒
谷　

義
光

　

第
８
分
団　

団　

員　

佐
々
木
優
太

⃝

優
良
警
火
団
表
彰

　

琴
丘
小
学
校　

鹿
中
こ
ど
も
会

　

森
岳
小
学
校　

林
崎
こ
ど
も
警
火
団

　

金
岡
小
学
校　

豊
岡
こ
ど
も
警
火
団

⃝

無
火
災
分
団
表
彰

　

第
７
分
団　

５
年
２
か
月

　

第
３
分
団　

４
年
２
か
月

　

第
４
分
団　

２
年
７
か
月

　

第
８
分
団　

１
年
８
か
月

⃝

優
良
団
員
表
彰

　

本
部
分
団　

班　

長　

大
村　

和
人

　

本
部
分
団　

団　

員　

嶋
田
セ
キ
子

　

第
１
分
団　

団　

員　

工
藤
有
二
朗

　

第
１
分
団　

団　

員　

熊
谷　
　

学

　

第
２
分
団　

班　

長　

鎌
田　

春
美

　

第
２
分
団　

団　

員　

斉
藤　

俊
樹

　

第
３
分
団　

班　

長　

工
藤　

誠
志

　

第
３
分
団　

班　

長　

工
藤　

誉
久

　

第
４
分
団　

班　

長　

池
内　

卓
也

　

第
４
分
団　

班　

長　

信
太　

幸
樹

　

第
５
分
団　

団　

員　

齋
藤　

裕
樹

　

第
５
分
団　

団　

員　

板
垣　

秋
範

　

第
６
分
団　

団　

員　

加
藤　

正
敏

　

第
６
分
団　

団　

員　

小
山
内　

健

　

第
７
分
団　

団　

員　

及
位　

隼
巳

　

第
７
分
団　

団　

員　

佐
々
木
勝
美

　

第
８
分
団　

団　

員　

畠
山　

勝
人

　

第
８
分
団　

団　

員　

小
林　

雄
平

地域のために
あなたの力を

秋
田
県
知
事
表
彰

秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

三
種
町
長
表
彰

三
種
町
消
防
団
長
表
彰

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

消防団員募集！

◆問い合わせ先
　町民生活課 消防防災係 ☎85－4823

広報 みたね
mitane town
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近藤　　京
みやこ

 選手

　
12
月
28
日
、
一
般
社
団
法
人

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
日
本

リ
ー
グ
よ
り
Ｗ
リ
ー
グ
ア
ー

リ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
選
手
の
発
表

が
あ
り
、
三
種
町
小
町
地
区
出

身
の
近
藤
京
選
手
が
ア
イ
シ
ン

ウ
ィ
ン
グ
ス（
愛
知
県
）
の
一

員
に
名
を
連
ね
ま
し
た
。

　
ア
ー
リ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
と
は
、

Ｗ
リ
ー
グ
に
お
け
る
将
来
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
若
手
競
技
者

に
、
早
期
に
活
動
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
手
選
手

の
育
成
と
リ
ー
グ
の
戦
力
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

入
社
お
よ
び
入
団
前
に
エ
ン
ト

リ
ー（
競
技
者
登
録
）
で
き
る

制
度
の
こ
と
で
す
。

　
近
藤
選
手
は
、
下
岩
川
小
学

校
時
、
下
岩
川
ゴ
ー
ル
デ
ン
ヒ

ル
ズ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
東

北
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
、
山
本

中
学
校
時
代
に
は
県
代
表
と
し

て
出
場
し
た
第
31
回
都
道
府

県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
第
３
位
に
輝
き
、

大
会
ベ
ス
ト
５
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
高
校
は
安
城
学
園
高
校

（
愛
知
県
）
に
進
学
し
、
全
国
高

等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会（
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ

プ
）
に
３
年
連
続
出
場
、
昨
年

末
に
行
わ
れ
た
大
会
で
は
２
年

連
続
で
ベ
ス
ト
８
ま
で
駒
を
進

め
ま
し
た
。

　
１
月
か
ら
は
ア
イ
シ
ン
ウ
ィ

ン
グ
ス
の
一
員
と
し
て
プ
レ
ー

し
て
い
ま
す
。
ご
声
援
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
ア
ー
リ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
選
手
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
が
、
素
直
な
感
想
は
？

―�

と
て
も
う
れ
し
い
し
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。
早
く
試
合
に
出
れ
る
チ
ャ
ン

ス
だ
し
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
！

Ｑ
小
学
生
か
ら
競
技
し
て
き
た
中
で
、

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

―�

私
は
負
け
ず
嫌
い
な
の
で
、
小
学
生

の
頃
は
練
習
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
で
き
る
ま
で
や
っ
た
こ
と
や
、
人

よ
り
う
ま
く
な
り
た
か
っ
た
の
で
が

む
し
ゃ
ら
に
練
習
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ
競
技
者
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
？

―�
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
と
い
う

こ
と
と
、
競
技
で
は
全
体
を
把
握
し

な
が
ら
プ
レ
ー
し
、
ど
ん
な
時
で
も

笑
顔
で
周
り
に
声
を
か
け
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
目
標
と
す
る
選
手
や
ス
タ
イ
ル
は
あ

り
ま
す
か
？

―�

富
士
通
の
町
田
瑠
唯
選
手
の
よ
う
に
、

ア
シ
ス
ト
が
正
確
で
自
ら
も
ガ
ツ
ガ

ツ
攻
め
る
こ
と
が
で
き
る
選
手
に
な

り
た
い
で
す
。

Ｑ
日
本
代
表
が
た
く
さ
ん
い
る
Ｗ
リ
ー

グ
へ
挑
戦
す
る
意
気
込
み
を
！

―�

素
直
に
！
謙
虚
に
プ
レ
ー
し
て
い
き

ま
す
。
ル
ー
キ
ー
な
の
で
元
気
い
っ

ぱ
い
ガ
ッ
ツ
の
あ
る
プ
レ
ー
で
チ
ー

ム
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
‼

Ｑ
三
種
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

―�

お
米
や
じ
ゅ
ん
さ
い
、
野
菜
な
ど
、

近
藤
京
選
手
へ

一
問
一
答

お
い
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
と
、
優
し
い
方
が
た
く
さ
ん
い
る

と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

Ｑ
最
後
に
、
応
援
し
て
く
れ
る
三
種
町

の
み
な
さ
ん
へ

―�

今
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ

応
援
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
い
今
の
自
分
が
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�　

こ
れ
か
ら
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
で
み
な
さ
ん
に
元
気
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
に
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
‼

　

�　

自
分
の
得
意
な
プ
レ
ー
で
チ
ー
ム

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

読者プレゼントコーナー
Ａ賞　近藤選手サイン入りＴシャツ
　　　　　　　　　　（サイズＬ）�� 3枚
Ｂ賞　アイシン応援タオル������ 10枚
　ハガキに住所、氏名、年齢、近藤選手への応
援メッセージを書いてご応募ください。締め切
りは２月15日（当日消印有効）
◆応募先　〒018－2401
　　　　　　山本郡三種町鵜川字岩谷子８
　　　　　　企画政策課情報統計係
　　　　　　読者プレゼント　宛
※景品の発送をもって発表にかえさせていただきます。

日本最高峰・女子バスケットボール
Ｗリーグへ挑戦！

近藤選手の挑戦に
応援よろしく
お願いします！

背番号：14
コートネーム：ジン
ポジション：ＰＧⒸアイシン ウィングス
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地域おこし協力隊

三浦　翔
しょう
悟
ご

地域おこし協力隊
Facebook

公式YouTube

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
‼
１
月
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
着
任
し
ま
し
た

三
浦
翔
悟
で
す
。

　

18
歳
ま
で
森
岳
に
住
ん
で
い
た
の
で

見
覚
え
の
あ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
大
学
時
代
は
山

形
市
に
住
み
、
そ
の
後
、
宮
城
県
仙
台

市
を
経
て
、
町
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
14
年
ぶ
り
に
家
族
を
連
れ

て
三
種
町
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
！

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
と
し
て
、
先
輩
隊
員
の
佐
藤
光
二
さ

ん
と
一
緒
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
、

町
外
の
方
に
は
三
種
町
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
そ
し
て
町
民
の

方
に
は
町
の
話
題
で
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
！

　

１
回
目
と
な
る
今
回
の
協
力
隊
通
信

で
は
、
私
の
こ
と
を
ち
ょ
っ
と
で
も

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
Ｑ
＆
Ａ
に
し

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

14年ぶりに帰郷！
２人目の地域おこし協力隊が着任

し
ょ
ー
ご
の

Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー

Ｑ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
た

き
っ
か
け
は
？

Ａ�

14
年
も
地
元
を
離
れ
て
い
る
と
新
し

い
お
店
が
で
き
た
り
、
お
世
話
に

な
っ
た
お
店
が
な
く
な
っ
た
り
と
町

の
景
色
も
変
化
し
て
い
き
、
寂
し
い

気
持
ち
が
だ
ん
だ
ん
強
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
募
集
を
知
り
、
自
分
の

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は
何
か
と
考

え
、
今
ま
で
育
て
て
も
ら
っ
た
地
域

の
方
が
た
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
仕
事
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
楽
し

く
や
り
が
い
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
考

え
、「
人
生
一
度
き
り
！
」
と
決
心

を
し
て
応
募
し
ま
し
た
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
の
経
歴
は
？

Ａ�

森
岳
第
二
保
育
所
→
森
岳
小
学
校
→

山
本
中
学
校
→
能
代
高
校
→
東
北
芸

術
工
科
大
学
→
木
工
会
社
３
年
→
食

品
メ
ー
カ
ー
７
年
→
現
在

Ｑ
大
学
で
は
ど
の
よ
う
な
勉
強
を
し
て

い
た
の
で
す
か
？

Ａ�

大
学
で
は
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
入
学
し
、
商

品
開
発
に
お
け
る
行
程
や
考
え
方
な

ど
の
基
礎
を
学
び
、
３
年
目
か
ら
は

家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア
を
専
攻
し
た
後
、

卒
業
制
作
で
は
大
館
市
の
伝
統
工
芸

品
「
曲
げ
わ
っ
ぱ
」
を
学
ぶ
為
に
現

地
へ
足
を
運
び
、
職
人
の
方
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
な
が
ら
「
曲
げ
わ
っ

ぱ
」
を
使
用
し
た
新
商
品
開
発
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
物
作
り
は
楽
し
い

で
す
！

Ｑ
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
や
挑
戦
し

た
い
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ��

町
外
の
方
に
も
っ
と
三
種
町
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
通
し
て
町
の
美
味
し
い

も
の
や
お
す
す
め
の
お
店
、
会
社
紹

介
、
イ
ベ
ン
ト
紹
介
、
美
し
い
風
景

な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
、
特
産
品
に
関
す
る
農

作
業
な
ど
も
実
際
に
体
験
し
て
、
農

業
に
興
味
の
あ
る
方
へ
の
有
力
な
情

報
発
信
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
考
え

て
い
ま
す
！

▲卒業制作「曲げわっぱの照明」

Ｑ
前
職
は
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
？

Ａ�

山
形
市
に
あ
る
木
工
会
社
で
見
積
も

り
作
成
か
ら
特
注
家
具
・
什
器
の

Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業

務
を
３
年
間
、
仙
台
市
に
営
業
所
の

あ
る
食
品
メ
ー
カ
ー
で
業
務
用
向
け

食
材
の
営
業
職
と
し
て
約
７
年
間
メ

ニ
ュ
ー
提
案
や
商
品
開
発
へ
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

Ｑ
趣
味
は
何
で
す
か
？

Ａ�「
カ
メ
ラ
」
…
ニ
コ
ン
Ｄ
７
５
０
０

を
愛
用
し
て
い
ま
す
。
主
に
風
景
や

子
ど
も
の
写
真
を
メ
イ
ン
に
撮
っ
て

い
ま
す
。
撮
り
方
の
構
図
は
勉
強
中

な
の
で
ご
指
導
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。

▶
山
形
県
の
赤
川
花
火
大
会

　
「
ス
ポ
ー
ツ
」
…
基
本
的
に
体
を
動

か
す
こ
と
は
楽
し
い
で
す
！
特
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
見
る
の
も
や
る
の
も

大
好
き
で
す
！

▲2017年に撮影した砂像作品

Ｑ
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
？

Ａ�「
三
種
町
で
楽
し
く
暮
ら
す
」を
テ
ー

マ
に
い
ろ
ん
な
お
店
や
会
社
、
イ
ベ

ン
ト
に
訪
問
さ
せ
て
も
ら
い
、
み
な

さ
ん
の
力
も
借
り
つ
つ
、
み
な
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
情
報

発
信
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
将
来
的
に
は
移
住
・
定
住
者

を
少
し
で
も
増
や
し
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
最
高
で
す

ね
！
兎
に
も
角
に
も
、
み
な
さ
ん
と

た
く
さ
ん
お
話
し
た
い
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

協力隊の活動は
コチラで配信中！

広報 みたね
mitane town
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子
育
て
世
帯
を
幅
広
く
支
援
す
る
た

め
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
（
国
制
度
の
給
付
金
）
の
対
象
と
な

ら
な
い
世
帯
へ
、
町
独
自
に
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

⃝

支
給
対
象
者

　

所
得
制
限
に
よ
り
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い

方

⃝

支
給
額

　

対
象
児
童
１
人
あ
た
り
10
万
円

⃝

申
請
手
続
等

　

対
象
見
込
の
方
に
は
通
知
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

注　
意

　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

と
重
複
し
て
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
子
育
て
支
援
係

　
☎
８
５
ー
４
８
３
６

町
独
自
事
業

子
育
て
世
帯
応
援

給
付
金
の
お
知
ら
せ

　

住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
や
令
和

３
年
１
月
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計
に
急
変
の

あ
っ
た
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
臨
時

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
対
す
る
臨
時
特
別
給

付
金
の
お
知
ら
せ

　

２
月
16
日
11
時
か
ら
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
と
戸
別
受
信
機
、
登
録
制

メ
ー
ル
よ
り
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す
。

実
際
の
災
害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
消
防
防
災
係

　
☎
８
５
ー
４
８
２
３

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
の
お
知
ら
せ

　

該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
世
帯

へ
１
月
中
に
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
期

限
ま
で
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

助
成
額　
１
世
帯
あ
た
り
１
万
円

⃝

世
帯
要
件
等

　

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
三
種
町

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
令
和
３
年
度
の

住
民
税
が
非
課
税
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯

・
高
齢
者
世
帯

・
重
度
障
が
い
者
世
帯

・
ひ
と
り
親
世
帯
等

・
生
活
保
護
受
給
世
帯

⃝
申
請
期
限　
２
月
15
日

⃝
そ
の
他

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、
１
月

中
に
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
８
５
ー
２
１
９
０

灯
油
等
購
入
費
助
成
金

申
請
の
お
知
ら
せ

⃝
�

医
療
費
通
知
を
活
用
し
た
医
療
費
控

除
の
申
告
に
つ
い
て

　

国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
医
療

機
関
等
を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
に
対

し
、
２
か
月
に
一
度
、
医
療
費
通
知
を

発
送
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
中
に
令
和
３
年
９
・
10
月
診
療

分
ま
で
の
医
療
費
通
知
を
発
送
済
み

で
、
こ
の
医
療
費
通
知
は
確
定
申
告
に

も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和

３
年
11
・
12
月
診
療
分
に
つ
い
て
は
、

３
月
中
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

　

確
定
申
告
に
医
療
費
通
知
を
活
用
さ

れ
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
費
通

知
の
ほ
か
に
、
11
・
12
月
診
療
分
の
医

療
機
関
の
領
収
書
（
ま
た
は
明
細
書
）

等
を
あ
わ
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
推
進
課　
医
療
年
金
係

　
☎
８
５
ー
２
１
３
７

⃝
�

交
通
事
故
等
の
届
出
を
忘
れ
ず

に
！

　

万
が
一
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
負

傷
し
て
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
場

合
は
、
そ
の
治
療
費
は
加
害
者
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
国
保
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、保
険
者
が
認
め
た
場
合
は
、

一
時
的
に
国
保
の
保
険
証
を
利
用
し
て

治
療
費
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
国
保
が
負
担
し
た
金
額

に
つ
い
て
、
後
日
加
害
者
側
に
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
役
場
の
国
保
窓
口

に
交
通
事
故
等
の
届
出
を
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。（
自
損
事
故
も
同

様
）

　

国
保
の
大
切
な
お
金
を
適
切
に
利
用

す
る
た
め
に
も
、
交
通
事
故
等
の
ケ
ガ

の
治
療
費
の
た
め
に
国
保
を
利
用
す
る

場
合
は
、
速
や
か
に
国
保
窓
口
に
届
け

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

３
月
以
降
に
非
課
税
世
帯
の
方
に
確

認
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
給
付
を
希

望
さ
れ
る
方
は
役
場
へ
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
３
月
号
お
よ
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

⃝

支
給
額

　

１
世
帯
あ
た
り
10
万
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
８
５
ー
２
１
９
０
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ス
マ
ー
ト
農
業
の
全
国

展
開
に
向
け
た
導
入
支

援
事
業
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

国
産
農
産
物
の
需
要
増
加
へ
の
対
応
等

を
進
め
る
た
め
、
生
産
性
向
上
に
資
す

る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

⃝

補
助
対
象
機
械

・
自
動
操
舵
装
置
（
自
動
操
舵
装
置
を

搭
載
す
る
機
械
本
体
は
対
象
外
）

・
草
刈
機
（
自
立
走
行
式
ま
た
は
リ
モ

コ
ン
式
）

・
農
業
用
無
人
車
（
自
走
式
ま
た
は
リ

モ
コ
ン
式
で
運
搬
用
ま
た
は
防
除

用
）

・
ロ
ボ
ッ
ト
摘
採
機
・
中
切
機
、
野
菜

ま
た
は
花
き
の
乗
用
収
穫
機
ま
た
は

収
穫
ロ
ボ
ッ
ト

・
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
（
制
御
を
要
す
る
機

械
と
同
時
に
導
入
す
る
場
合
）

・
ド
ロ
ー
ン
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
か
つ

少
な
く
と
も
施
肥
に
取
り
組
む
場

合
）

⃝

補
助
の
種
類

【
一
括
発
注
タ
イ
プ
】

・
補
助
率　

１
／
２
以
内

・
補
助
上
限
額

　

９
０
０
万
円
～
１
０
０
０
万
円

・
主
な
要
件

①
事
業
実
施
主
体
全
体
で
成
果
目
標
を

設
定
し
達
成
す
る
こ
と

②
機
械
取
得
価
格
が
メ
ー
カ
ー
希
望
小

売
価
格
よ
り
10
％
以
上
低
い
こ
と

③
１
台
当
た
り
の
受
益
者
が
３
者
以
上

で
あ
る
こ
と

④
１
モ
デ
ル
当
た
り
の
取
得
台
数
が
５

台
以
上
あ
る
こ
と

【
共
同
利
用
タ
イ
プ
】

・
補
助
率　

１
／
２
以
内

・
補
助
上
限
額　

１
０
０
万
円

・
主
な
要
件

①
事
業
実
施
主
体
全
体
で
成
果
目
標
を

設
定
し
達
成
す
る
こ
と

②
２
者
以
上
で
共
同
利
用
す
る
こ
と

⃝

そ
の
他

　

事
業
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
２
月
15

日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
山
本
地
域
振
興
局　
農
林
部

　
農
業
振
興
普
及
課

　
☎
５
２
ー
２
１
６
１

◎
国
民
健
康
保
険
税
（
第
６
期
）

　
２
月
28
日（
月
）
が

　
　
　
　
　
納
期
限
で
す

　
役
場
各
納
付
窓
口
、
町
内
金
融

機
関
、Ｊ
Ａ
、期
限
内
で
あ
れ
ば
郵

便
局
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

☆
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！

※�

口
座
振
替
の
方
は
、
残
高
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

町
で
は
、
納
め
忘
れ
と
感
染
拡

大
防
止
の
一
環
と
し
て
、
口
座

振
替
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し

て
い
ま
す
。

申
請
期
限
の
お
知
ら
せ

①
ひ
と
り
親
世
帯
分

②
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分

⃝

申
請
期
限

　
２
月
28
日

　

申
請
が
必
要
な
方
と
必
要
で
な

い
方
が
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
①
と
②
を
重
複
し
て
受

け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
子
育
て
支
援
係

　
☎
８
５
ー
４
８
３
６

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
12月中 Ｒ３累計

酒酔い運転 ０件 ０件
酒気帯び件数 １件 ７件
飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件
飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件
交通死亡事故件数 ０件 ０件
全県市町村順位（25市町村中）19位（前月22位）↑

令和３年飲酒運転追放等競争最終結果
（25市町村中）19位（令和２年15位）↓

納
期
限
の
お
知
ら
せ  

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

　

三
種
町
全
域
で
の
電
話
回
線
一
時
不

通
に
伴
い
、
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
も
、
次
の
期
間
、
一
時
的
に
利
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

⃝

日　
時

　

２
月
18
日

　

０
時
～
５
時
ま
で
の
間
の
３
分
程
度

⃝

範　
囲　
三
種
町
全
域

⃝

当
日
注
意
す
る
こ
と

・�

連
絡
が
繋
が
ら
な
い
と
き
は
、
少
し

時
間
を
空
け
て
か
ら
、
再
度
連
絡
し

て
み
る
。

・�

特
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
使
用
す
る
と
き

は
、
１
回
だ
け
で
な
く
、
少
し
時
間

を
空
け
て
２
～
３
回
繰
り
返
し
ボ
タ

ン
を
押
す
よ
う
に
す
る
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
８
５
ー
２
１
９
０

　

２
月
18
日
の
０
時
か
ら
５
時
ま
で
の

う
ち
、
約
３
分
間
、
固
定
電
話
が
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
１
１
９
番
通
報

が
つ
な
が
ら
な
い
状
態
と
な
り
ま
す
の

で
、
火
災
や
救
急
等
が
発
生
し
た
場
合

は
携
帯
電
話
で
の
１
１
９
番
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
三
種
消
防
署　
☎
８
５
ー
３
１
０
０

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
の

一
時
利
用
停
止
の
お
知
ら
せ

重
要
！

Ｎ
Ｔ
Ｔ
交
換
機
工
事
に
伴
う

電
話
回
線
の
不
通
の
お
知
ら
せ

三
種
消
防
署

広報 みたね
mitane town
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　急激かつ偶然の外来による死傷が対象となります。
※�道路上以外での自動車等による事故や作業中の事
故、スポーツ中の事故、災害時（地震・火災・台風等）
の事故も対象となります。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
！

⃝

入
居
者
の
資
格

①
入
居
の
申
し
込
み
し
た
日
に
お
い
て

収
入
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

④
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

⑤
原
則
と
し
て
、
自
己
の
所
有
す
る
持

ち
家
等
が
な
い
こ
と
。

⑥
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と
。

※
町
外
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

⃝

申
込
方
法

　

入
居
申
込
書
は
、
建
設
課
お
よ
び
各

支
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
入
居

申
込
書
に
添
付
書
類
を
添
え
て
、
建
設

課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

⃝

申
込
期
間

　
２
月
１
日
～
15
日

　

・
期
限
厳
守

　

・�

申
し
込
み
締
切
日
時
点
で
、
書
類

の
そ
ろ
っ
て
い
な
い
方
は
、
失
格

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

⃝

受
付
時
間

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

　
【
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
】

⃝

選
考
方
法

　

申
込
者
の
入
居
資
格
、
住
宅
困
窮
の

度
合
い
の
実
情
を
調
査
し
、
募
集
戸
数

を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
公
開

抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

⃝

募
集
住
宅

【
琴
丘
地
域
】

　

千
刈
田
住
宅　

２
戸

　
　
（
木
造
平
屋
建
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

【
山
本
地
域
】

　

岩
瀬
住
宅　

１
戸

　
　
（
木
造
平
屋
建
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

【
八
竜
地
域
】

　

川
尻
住
宅　

２
戸

　
　
（
木
造
２
階
建
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　

萱
刈
沢
住
宅　

１
戸

　
　
（
木
造
平
屋
建
て
３
Ｋ
）

　

新
八
竜
住
宅　

６
戸

　
　
（
木
造
２
階
建
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　

八
竜
単
独
住
宅　

１
戸

　
　
（
木
造
平
屋
建
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　

八
竜
東
住
宅　

３
戸

　
　
（
木
造
２
階
建
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　

八
竜
大
口
住
宅　

１
戸

　
　
（
木
造
２
階
建
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　

赤
沼
住
宅　

２
戸

　
　
（
木
造
２
階
建
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課　
管
理
係

　
☎
８
５
ー
４
８
２
０

ともすけ共済（交通災害・不慮の災害共済）

共済期間：４月１日～翌年３月31日 ※途中加入の場合は、加入日の翌日から

　令和４年度加入申し込みについて、２月１日より受付を開始します。
　交通災害・不慮の災害共済制度は、住民相互の助け合いの制度です。県内（秋田市を除く）に
住んでいる方であれば、年齢や健康状態にかかわらずどなたでも加入することができます。交通災害は通院１
日から、不慮の災害は入院１日から共済金が給付されますので、ご家族まとめての加入をおすすめします。

交通災害共済
掛金：年額300円

　道路上において、自動車やバイク、自転車等の事
故による死傷が対象となります。また、歩行中にこ
れらの乗り物にひかれた場合なども対象となります。

不慮の災害共済
掛金：年額700円

　２月～７月までは、県内の秋田銀行や北都銀行、羽後信用金庫、ゆうちょ銀行または郵便局、秋田やまもと
農業協同組合でも加入することができます。（派出窓口を除く）

◆申し込み・問い合わせ先　町民生活課　消防防災係　☎８５－４８２３
　　　　　　　　　　　　　山本支所　☎８３－２１１１　琴丘支所　☎８７－２１１１

抽
選
予
定
日　
３
月
４
日

入
居
予
定
日　
３
月
22
日

子
育
て
世
帯
の
収
入
基
準
額
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た
！

死　　　亡　60万円
後遺障がい　30万～60万円
傷　が　い　入院１日1100円
※通院治療は対象となりません

死　　　亡　100万円
後遺障がい　50万～100万円
傷　が　い　入院１日2000円
通 院 １ 日　800円

共
済
金

共
済
金

令和４年２月 8



◆問い合わせ先　能代税務署　☎52－6111

　２月７日から３月15日の日程で、町県民税・所得税の申告相談が始まります。申告書は１月中に送付しておりま
すが、申告書が届いていない場合でも、申告の必要がある方は、申告に必要な書類等を準備のうえ、できるだけ指定
された日に会場へお越しください。

⃝�医療費控除を受ける際は明細書が必要となります。令和３年中に支払った医療費と生命保険などで補てんされる金
額のそれぞれの合計額を治療を受けた人、病院・薬局（薬店）ごとに集計してください。
⃝�日程終盤は非常に混雑しますので、できるだけ対象地区の指定日にお越しください。（都合が悪い場合は、他の会
場でも申告ができます）
⃝役場窓口では申告相談を受け付けておりませんので、いずれかの会場までお越しください。

町県民税・所得税申告相談のお知らせ

区　分 琴丘地域（琴丘地域拠点センター） 山本地域（山本地域拠点センター） 八竜地域（八竜改善センター）
対　象　地　区 対　象　地　区 対　象　地　区

２月７日 月 小新沢・羽立・上新屋敷・勝平 不動田・中野

２月８日 火 柏木岱・小出・小又口・落合・塚ノ岱 
・泉沢・長信田・牡丹 小町・谷地ノ沢・外ノ沢

２月９日 水 入通・増浦・神馬沢・鰄渕・砂子沢・二本杉 向達子・蛭沢・増沢
２月10日 木 天瀬川・市野・種沢 長面
２月11日 金 建国記念の日
２月14日 月 小谷沢・川代・内鯉川・浜鯉川 芦崎・大谷地
２月15日 火 達子・館ノ下・宮ノ目 追泊・釜谷
２月16日 水 外岡・割道・志戸橋野 大口
２月17日 木 志戸橋 浜田
２月18日 金 豊岡 浜田
２月21日 月 高屋敷・中村・羽根川・千刈田 羽立・根岸・金光寺野
２月22日 火 新屋敷 藤木台・金光寺
２月23日 水 天皇誕生日
２月24日 木 新田・中嶋・黒瀬・逆川 安戸六・川尻・久米岡
２月25日 金 槻田・和田 鵜川
２月28日 月 深浜・新町・猿田・館村・川藤 鵜川・富岡
３月１日 火 中沢・東二本柳・２次・３次ゆうタウン・八幡越 泉八日・昼寝・横長根
３月２日 水 山谷 温泉・木戸沢・上台・石倉沢
３月３日 木 ※３月３日は、申告相談の受付をお休みします。
３月４日 金 鹿南 鵜の巣・十八坂・餅の沢・飯塚
３月６日 日 平日に申告できない方 平日に申告できない方
３月７日 月 鹿中 林崎
３月８日 火 鹿北 二ツ森・牛沢・山口
３月９日 水 大町 大曲
３月10日 木 寒城・飛塚・中沢・大町 大曲・萱刈沢
３月11日 金 全　　地　　区　　対　　象　　　　各会場で申告できなかった方　　会場　八竜改善センター
３月13日 日 〃
３月14日 月 〃
３月15日 火 〃

令和４年度　町県民税・所得税申告相談日程 受付時間：９：00～15：30

◆問い合わせ先　税務課　賦課係　☎85ー4828

能代税務署からのお知らせ
　能代税務署では、確定申告書の作成
会場を開設します。お気軽にご利用く
ださい。
⃝期　　間　２月14日～３月15日
　　　　　　※土・日、祝日を除く
⃝受付時間　９時～17時
⃝会　　場　能代合同庁舎　

⃝その他
　入場には、時間枠が指定された「入場整理券」が必要です。入場整
理券は会場で当日配布しますが、国税庁ＬＩＮＥ公式アカウントで事
前に発行することもできます。
⃝確定申告書はパソコンやスマートフォンでも作成できます
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で
確定申告書を作成できます。作成した申告書は、印刷して
郵送またはe－Taxで電子送信により提出できます。

国税庁
公式LINE

広報 みたね
mitane town
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演劇に興味のある方募
心豊かな人づくりを応援 企業
金商マルゲン㈱ 0185－74－7778

ランドリー バスケットボール 健康ジム

集
広告

後藤工務店 秋 田 県 知 事 許 可
（般－２）第80204号

＊小さな家から大きな家まで造ります＊

秋田県山本郡三種町森岳字森谷地136－1
TEL 0185－83－3033　FAX 0185－83－3045

一般建築（設計・施工）新築・リフォーム・修理

代表　後 藤 正 春

夏涼しく　冬暖か安心できる地元の工務店
広告

町
業
務
従
事
者
募
集
！

会
計
年
度
任
用
職
員

保
育
士

⃝

募
集
人
員　
１
人

⃝

勤
務
地　
町
立
保
育
園

⃝

職
務
内
容　
園
児
保
育

⃝

勤
務
時
間

　

月
～
土
曜
日

　

７
時
～
19
時
（
う
ち
７
時
間
45
分
）

　

シ
フ
ト
勤
務
で
休
日
勤
務
の
場
合
有

⃝

休　
　
日　
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

⃝

給　
　
与

　

月
給　

18
万
３
６
４
０
円

　

期
末
手
当
・
通
勤
費
支
給

⃝

資
格
等

　

保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

業　
務　
委　
託

八
竜
共
同
福
祉
施
設
管
理
業
務
①

⃝

募
集
人
員　
１
人

⃝

職
務
内
容

　

施
設
管
理
（
清
掃
、
行
事
管
理
、
利

用
者
対
応
）

⃝

勤
務
時
間

　

�

火
～
日
曜
日
の
基
本
的
に
月
20
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
う
ち
７
時

間
45
分
）

⃝
委
託
額

　

月
額
13
万
１
６
８
０
円

⃝
�
委
託
期
間　
令
和
４
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日

⃝

申
込
期
限

　

２
月
15
日
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

※
郵
送
の
場
合
は
15
日
必
着

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
交
流
課　
商
工
係

　
☎
８
５
ー
４
８
３
０

八
竜
共
同
福
祉
施
設
管
理
業
務
②

⃝

募
集
人
員　
１
人

⃝

職
務
内
容

　

施
設
管
理
（
清
掃
、
行
事
管
理
、
利

用
者
対
応
）

⃝

勤
務
時
間

　

�

行
事
予
定
の
あ
る
日
の
主
に
夜
間
お

よ
び
日
直
（
月
７
～
10
日
程
度
）

　

�

火
～
日
曜
日
の
夜
間
（
17
時
15
分
か

ら
３
～
４
時
間
）

　

�

土
・
日
曜
日
の
日
直
（
８
時
30
分
～

17
時
15
分
の
う
ち
７
時
間
45
分
）

⃝

委
託
額

　

夜
間　

時
給
１
０
２
９
円

　

日
直　

時
給
８
２
３
円

⃝
�

委
託
期
間　
令
和
４
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日

⃝

申
込
期
限

　

２
月
15
日
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

※
郵
送
の
場
合
は
15
日
必
着

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
交
流
課　
商
工
係

　
☎
８
５
ー
４
８
３
０

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
業
務

⃝

募
集
人
員　
１
人

⃝

職
務
内
容

　

山
本
中
学
校
生
徒
の
登
下
校
の
送
迎

（
下
岩
川
・
金
岡
地
区
）

⃝

勤
務
時
間

　

月
～
金
曜
日
（
実
務
時
間
は
勤
務
表

に
よ
る
）

⃝

委
託
額

　

月
額
15
万
円
（
登
下
校
の
送
迎
以
外

は
１
日
に
つ
き
平
日
２
０
０
０
円
、
土

日
・
祝
日
７
０
０
０
円
を
加
算
）

⃝
資
格
等　
大
型
自
動
車
運
転
免
許

⃝
申
込
期
限

　

２
月
18
日
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

※
郵
送
の
場
合
は
18
日
必
着

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会　
総
務
学
事
係

　
☎
８
７
ー
２
１
１
５

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
子
育
て
支
援
係

　
☎
８
５
ー
４
８
３
６

⃝
申
込
方
法　

①�

履
歴
書
お
よ
び
資
格
を
証
明
す

る
も
の
の
写
し
を
担
当
課
へ
持

参
ま
た
は
郵
送

　

※�

郵
送
す
る
際
は
、
必
ず
簡
易

書
留
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
簡
易
書
留
に
よ
ら
な
い

も
の
の
事
故
に
つ
い
て
は
責

任
を
負
い
ま
せ
ん
。

②�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

し
な
い
方

③�

本
人
に
町
税
等
の
滞
納
が
な
い

こ
と
の
確
認
調
査（
町
が
実
施
）

共
通
事
項
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◆問い合わせ先　秋田年金事務所　☎018－865－2392　健康推進課医療年金係　☎85－2137
　　　　　　　　琴　丘　支　所　☎87－3516　　　　　山　　本　　支　　所　☎83－2115

年金
だより

国民年金保険料の口座振替について
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用できます。口座振替をご利用すると、保険料が自動的に引き
落とされるので金融機関などに行く手間が省けるうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　口座振替をご希望の方は、「口座振替申出書」に必要事項を記入、押印（金融機関届出印）し、口座振替を
行う口座のある金融機関（ゆうちょ銀行を含む）の窓口または年金事務所に提出してください。
　また、口座振替には当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々50円引きされる早割制度や現
金納付よりも割引額が多い６か月前納、１年前納、２年前納もあります。
※「口座振替申出書」は、年金事務所の窓口や日本年金機構ホームページ、役場年金担当窓口にあります。
⃝口座振替での前納のお申し込みはお早めに
　口座振替での６か月前納、１年前納、２年前納の締め切りは２月末です。
　※すでに口座振替で前納されている方は、再度のお申し込みの必要はありません。
　　ただし、１年前納から２年前納への変更など、振替方法を変更される場合は、再度お申し込みが必要です。
　※保険料が一部免除された方は、口座振替の前納制度はご利用できません。
　※�年金事務所へ郵送での手続きもできます。郵送の場合は提出期限内に届くように、余裕を持って手続きを

お願いします。（〒010－8565　秋田市保戸野鉄砲町５－20　日本年金機構秋田年金事務所）

国民年金保険料を経済的に納めることが難しいとき
　保険料が納め忘れの状態で、万が一、障がいや死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族
基礎年金を受けられない場合があります。経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、
保険料の納付が免除または猶予となる「保険料免除制度」や「（50歳未満）納付猶予制度」がありますので、
役場年金担当窓口で手続きをしてください。

「保険料免除制度」
　所得が少なく本人、世帯主、配偶者の前年所得（１月から６月分の申請をされる場合は前々年所得）が一定
額以下の場合や失業した場合など、国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合は、ご本人から申請書
を提出いただき、申請後に承認されると保険料の納付が免除になります。

「保険料納付猶予制度」
　20歳から50歳未満の方で、本人、配偶者の前年所得（１月か
ら６月分の申請をされる場合は前々年所得）が一定以下の場合に
は、ご本人から申請書を提出いただき、申請後に承認されると保
険料の納付が猶予されます。

保管（ホテル）動 -19-10　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
販売　　　　　動 -19-19　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
貸し出し　　　動 -19-11　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
展示　　　　　動 -19-12　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
その他譲受飼養許可（老犬ホーム）動 -19-13　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日

真心込めてご供養のお手伝いをします火 葬 価 格
●小動物（小鳥、その他）
●エキゾチックアニマル
●超小型犬、猫
●小型犬

６,３００円

１０,５００円

１３,６５０円

14,700円

●中型犬
●大型犬
●特別大型犬

16,200円

２１,４５０円

２4,150円
詳しくはお問い合わせください。年中無休

ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。
飼い主は最後まで面倒を見て差し上げてください。

 ペットもお墓参りを期待しております。
  待っています！

飼い主は最後まで面倒を見て差し上げてください。
 ペットもお墓参りを期待しております。

  待っています！

広告

国民年金受給予定者を対
象にした相談を年金窓口
で行っています。お気軽
にご相談ください。

広報 みたね
mitane town
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三種町鹿渡字焼野169番地１
電話 0185ー87ー4343　FAX 0185－88－8838
Mail・shihoukunitsuka@iaa.itkeeper.ne.jp
URL・https://shihoukunitsuka.com　

國柄進一事務所司法書士 
行政書士

●相続の手続き、遺言書　●成年後見申立書作成
●抵当権の設定、抹消　　●不動産の売買、贈与
●会社設立、役員変更、解散、清算

ご相談
お問い
合わせ

ご自宅までお伺いします。 お気軽にご相談下さい。

広告

宅地建物取引業/秋田県知事（５）1757号  建設業/秋田県知事（般－２）12269号
〒018－2305 秋田県山本郡三種町外岡字丸ノ内56番地5

TEL 0185－83－2060　FAX 0185－83－3207
http://tanba-juken.com/HP・URL

新築、リフォーム等お住まいのことならなんでもご相談ください

Panasonic Builders Group パナソニック ビルダーズ グループ 広告

◆問い合わせ先
　保健センター　☎83－5555

新型コロナウイルスワクチン

使用期限が近づいています！
無料クーポン券・受診券が使えるがん検診

３回目接種のお知らせ

期限：２月28日

　新型コロナウイルスワクチンの３回目接種につい
て、２回目の接種日が早い医療従事者や高齢者施設入
所者、65歳以上の方から接種が始まります。
　接種方法は、医療機関で接種する「個別接種」と町
内の体育館等を会場に行う「集団接種」があります。予
約方法や集団接種の日程等については、これから発送す
る３回目接種券の中に同封するチラシをご覧ください。
●使用するワクチンについて
　３回目接種に使用するワクチンは、ファイザー社製ワ
クチンのほか、モデルナ社製ワクチンも国から届きます。
２種類のワクチンを使用することから、ワクチンの種類
による間違い接種を防ぐため、能代市山本郡内では接
種場所によって使用するワクチンの種類を次の通り分
けることになりました。

接　種　場　所 使用ワクチン
個別接種（医療機関での接種） ファイザー社製
高 齢 者 施 設 で の 接 種 モ デ ル ナ 社 製
集 団 接 種 モ デ ル ナ 社 製

●３回目接種券について
　２回目接種の時期が早い医療従事者の方から順に３回目の接
種券を発送しています。65歳以上の方についても２回目接種の
早い方から順に接種券と接種の案内通知を発送する予定です。
●１・２回目の接種について
　広報みたね１月号では、２月以降に予約の再開予定とお知ら
せしていましたが、再開の目処がたっていません。そのため今
後も、接種希望のご連絡をいただき、接種日や接種医療機関は
保健センターで指定させていただく形式となります。

●無料クーポン券・受診券検診の対象となる年齢	 年齢は、令和3年4月1日時点

年齢 生　年　月　日 子　宮
頸がん 乳がん 胃がん 大腸

がん 備　考
20歳 平成12年４月２日～平成13年４月１日 ○ クーポン券
30歳 平成２年４月２日～平成３年４月１日 ○ 受診券
31歳 平成１年４月２日～平成２年４月１日 ○ 受診券
32歳 昭和63年４月２日～平成１年４月１日 ○ 受診券
33歳 昭和62年４月２日～昭和63年４月１日 ○ 受診券
34歳 昭和61年４月２日～昭和62年４月１日 ○ 受診券
40歳 昭和55年４月２日～昭和56年４月１日 ○ クーポン券
41歳 昭和54年４月２日～昭和55年４月１日 ○ 受診券
42歳 昭和53年４月２日～昭和54年４月１日 ○ 受診券
43歳 昭和52年４月２日～昭和53年４月１日 ○ 受診券
44歳 昭和51年４月２日～昭和52年４月１日 ○ 受診券
50歳 昭和45年４月２日～昭和46年４月１日 ○ ○ 受診券
51歳 昭和44年４月２日～昭和45年４月１日 ○ 受診券
52歳 昭和43年４月２日～昭和44年４月１日 ○ ○ 受診券
53歳 昭和42年４月２日～昭和43年４月１日 ○ 受診券
54歳 昭和41年４月２日～昭和42年４月１日 ○ ○ 受診券
56歳 昭和39年４月２日～昭和40年４月１日 ○ 受診券
58歳 昭和37年４月２日～昭和38年４月１日 ○ 受診券

利用できる医療機関
・能代厚生医療センター
　☎52－3111
　平日14時～16時
・ＪＣＨＯ秋田病院
　☎52－3127
　平日11時～16時
※予約の際に「無料クーポ
ン券・受診券の検診」と
お話しください。

がん相談ホットライン
　☎03－3541－7830
毎日10時～13時・15時 ～
18時（祝日を除く）
がんに関する不安、日々の
生活の悩みなどの相談に社
会保険労務士が電話で応じ
ています。（日本対がん協会
より）

　今年度、次の年齢の方がたへ無料クーポン券・受診券をお送りしています。まだ利用していない方は、お早めにご
利用ください。また、無料クーポン券・受診券を紛失された方は、保健センターへご連絡ください。

令和４年２月 12



大規模な洋上風力発電の開発、建設、運営
 RWE Renewablesの洋上風力設備容量は世界第２位！

持続可能な世界のために
世界をリードする再生可能エネルギー会社

▶本　社
〒100ｰ0005 東京都千代田区丸の内１ｰ８ｰ３
丸の内トラストタワー本館 ５階  TEL 03ｰ6230ｰ9374

▶秋田オフィス
〒010ｰ0001 秋田県秋田市中通り２ｰ２ｰ32
山二ビル６F リージャス秋田駅前ビジネスセンター

RWE Renewables Japan G.K.

https://jp.rwe.com

広告

☎090－7072－6064
ＣoＣｏＣoＣｏボディケアＳａｌｏｎボディケアＳａｌｏｎ

ホームページ 公式ＬＩＮＥ

CoCoは女性スタッフが「女性の元気」を応援するお店です。
頑張っている自分に最高のご褒美と癒しを提供しませんか？
次のようなお悩みをお持ちの方はお気軽にご相談ください。

お問い合わせはお気軽にどうぞ

冷え性 むくみ 肩こり 不眠 疲れ
完全予約制  女性限定　定休日/日曜・祝日
営業時間/９：00～16：00
〒018－2104  三種町鹿渡字沖ノ田111－18

広告

子育てに体罰や暴言を使わない
　子どもにとって、大人から叩かれることはとても怖
いことです。ちょっと叩かれただけ、怒鳴られただけ
でも心に大きなダメージを受けることもあります。体
罰や暴言は「虐待」へとエスカレートする可能性もあ
ります。「叩かない怒鳴らない」と心に決めましょう。

子どもが親に恐怖を持つとＳＯＳを伝
えられない

　親に恐怖を持った子どもは、親の顔色を見て行動
したり、心配事を打ち明けられなくなります。

爆発寸前のイライラをクールダウン
　子どもの成長とともにイライラの原因は変わりま
すが、イライラが爆発する前に深呼吸したり数を数

　子育てにおいて、「しつけ」として叩いたり怒鳴ったりすることは、子どもの成長に悪影響をおよぼしてしま
う可能性があります。最近の研究では、体罰・暴言が子どもの脳の発達に深刻な影響を与えることがわかってき
ました。体罰や暴言による「愛の鞭」は捨てて、次のポイントを心がけながら、子どもを健やかに育みましょう。

子どもを健やかにはぐくむために～子育てに「愛の鞭」は不要です～

質の良い睡眠でこころとからだの健康を守りましょう！ こころ通信

こころちゃん

◆問い合わせ先　子育て世代包括支援センター　☎83－5555
　※平日８時30分～17時15分（祝日、年末年始を除く）

　生活リズムの乱れ、不安やストレスの積み重ねにより
眠れないと感じていませんか？
　質の良い睡眠は「こころ」と「からだ」を回復する働
きがあります。ぐっすり眠ってすっきり目覚めるための
快眠習慣を身につけましょう。
①できるだけ同じ時間に起床・就寝しましょう
　時間を一定にすることで、毎日の生活リズムを整える
ことができます。
②起きたら太陽の光を浴びましょう 
　太陽の光で体内時計をリセットすることができます。
③しっかり朝食をとりましょう
　朝食をとることで、朝の目覚めを助けてくれます。
④寝る場所と活動する場所は別にしましょう
　生活のメリハリを保つことができます。日中は明るい
環境で過ごしましょう。
⑤適度な運動やストレッチをしましょう
　ストレッチやヨガ、ラジオ体操など適度な運動で眠り
やすくなります。

⑥寝る前はゆっくりと入浴してリラックスしましょう
　ぬるめのお湯に浸かることや入浴剤を使用することで
リラックス効果が得られます。
⑦寝る１～２時間前から照明強度を落としましょう
　明るい光は目を覚ます作用があります。寝る前に携帯
電話などを使用することは控えましょう。
⑧寝る前の飲酒や喫煙、カフェイン摂取は控えましょう
　眠りに入ることを妨げたり、睡眠を浅くしたり、睡眠
の質を悪化させてしまいます。
⑨眠くなってから寝床に就くようにしましょう
　寝つけないときに無理に眠ろうとすると、かえって緊
張感を高め、眠れなくなってしまいます。どうしても眠
れない時は、一度布団から離れて、自分がリラックスで
きる方法を試してみましょう。

◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊
◊

えるなど、クールダウンするための方法を見つけて
おきましょう。

親自身がＳＯＳを出す
　育児の負担を１人で抱え込まずに、家族に分担し
てもらったり、お友達や自治体に相談するなど、親
自身がＳＯＳを出しましょう。

子どもの気持ちと行動を分けて考え、
育ちを応援する

　子どもに「イヤだ！」と言われたとき「わがまま
な子になっては困る」という想いから、親は指示的
に対応してしまうこともありますが、子どもの成長
過程だからと大らかに構えて、子どもの意思を後押
ししていきましょう。

●ポイント１

●ポイント２

●ポイント３

●ポイント４

●ポイント５

参考資料：
「良い睡眠をとるためには」
（東京医科歯科大学精神科）

広報 みたね
mitane town
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クアオルトコーナー ◆問い合わせ先
　企画政策課　クアオルト推進係　☎85－4822

◆クアオルト健康ウオーキング◆

２０２２ 年　  初 歩 き

クアオルト運動教室等の休止のお知らせ
　新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、クアオルト運
動教室等は現在休止していま
す。再開の目途がつき次第、
改めてお知らせしますので、ご
理解とご協力をお願いします。

【休止している運動教室等】
●温泉浴運動教室（初心者コース・一般コース）
●ポール＆ボール教室　　●ステップエクササイズ教室
●日中ウオーキング　　　●体組成計測定

各種検査
実施

医療法人  徳洲会

院長　菊　地　次　郎
ドラゴンクリニック

ドラゴンクリニックまたは
https://dragon.tokushukai.or.jp/でご覧ください。

内科  　循環器内科  　整形外科

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

　国保に加入している三種町の40歳以上
の方、三種町の75歳以上の方、年１回無料
です（採血・尿検査含む）。

保険証・受診券をご持参ください
当院で特定健診・後期健診が当院で特定健診・後期健診が
受診できます受診できます
当院で特定健診・後期健診が当院で特定健診・後期健診が
受診できます受診できます

事前にお電話でお問い合わせください

広告

　１月３日、2022年初歩きが開催され、約30人が琴
丘クアの古道コースに集合しました。
　当日は天候にも恵まれ、看板秋田犬のマサも参加し、
新雪を踏みしめる感覚を楽しみながら、約１時間のウ
オーキングを満喫しました。
　ウオーキング後には、クアオルト研究会による新春
お楽しみ会が行われ、クイズ大会など参加者同士で楽
しみながら交流を深めました。
　参加した方から「初歩きをしてやっと正月を迎えら
れた気持ちになる」との声が聞かれました。

令和４年２月 14



クアオルト健康食  ～ おすすめメニュー ～
　クアオルト推進係では、各家庭で簡単に作ることができる健康食メニューのレシピを紹介しています。今回ご紹介
するのは、カロリーを抑えながらもタンパク質とカルシウムが豊富な「鯖の缶詰（みそ煮）」と「豆乳」を使ったお鍋です。
　ご家庭でも簡単にできますので、ぜひお試しください。

特製さばみそ豆乳鍋（２人前）

クアオルトポイントカードと
　　　温泉施設共通利用券の有効期限について

　クアオルトポイントカードの有効期限は２月28日までとなっています。２月
28日以降はポイントの付与は行いませんのでご注意ください。共通利用券との
交換はお早めにお願いします。
　また、共通利用券の有効期限は３月31日までとなっていますので、お間違いのないようご利用ください。
※�クアオルトポイントを20ポイント貯めると、町内温泉施設で利用できる共通利用券１枚と交換できます。

見本

材 料（たっぷり２人前）
ごぼう  …………………  １／２本
大　根  ……………………  100ｇ
にんじん  ……………………  30ｇ
油揚げ  ………………………  ２枚
ね　ぎ  …………………  １／２本
しめじ  ……………  １／２パック
白　菜  ……………………  100ｇ
鯖缶（みそ煮）  …… １缶（汁ごと）
無調整豆乳  ………………  200cc
み　そ  …………………  小さじ１
しょうゆ  ………………  小さじ１

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

食 事 の 例
さばみそ豆乳鍋１人前

【331Kcal、塩分量1.9ｇ】
白米茶碗１杯（150ｇ）

【234Kcal、塩分量0ｇ】

合計　565Kcal、塩分1.9ｇ

❶ ごぼうはピーラーでスライスし、水に放しアクを抜いてお
く。しめじは石づきの部分を取りほぐす。その他の具材は
食べやすい大きさに包丁でカットしておく。
❷ 水200ccを入れた鍋（土鍋なら５～６号）に、Ⓐを入れて

フタをし煮込む。
❸Ⓐに火が通ったら、Ⓑを入れる。
❹ しんなりとするまで煮込み、Ⓒを加える。最後に味噌と

しょうゆ各小さじ１で味を整えたら完成です。
☆上記レシピに水菜を加えても可。
☆ トッピングでキムチ30ｇ（８Kcal 塩分量0.9ｇ）や、ゆず

こしょう小さじ半分（１Kcal 塩分量0.8ｇ）を加えてもよ
り美味しくいただけます。

作 り 方

岩山ピアノ教室

八竜教室 三種町富岡新田字富岡42
能代教室 能 代 市 栄 町 13 － 16

tel 090－4316－6009

PIARAピアノコンクール予選通過
関東東北地区大会出場決定！
田村姫依奈（湖北小１年）

無料体験
レッスン
受 付 中

おめでとう
ございます
おめでとう
ございます

広告

このスペースに広告を
　　　　掲載してみませんか？
◆問い合わせ先
　企画政策課　情報統計係　☎８５－４８１８

広 告 募 集

広告

広報 みたね
mitane town
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◆相談・申し込み・問い合わせ先　地域包括支援センター　☎85－4835

地域包括支援センターだより
今月の予定

時　　間　10時～11時30分
対　　象　おおむね65歳以上
持 ち 物　内履き、飲み物
申し込み　随時

共通事項◆転倒予防教室「いきいき元気塾」

と　き ２月８日 ２月15日 ２月22日

ところ 八竜体育館 ＪＡ団地
センター

山本地域
拠点センター

⃝尿もれ予防体操用ボール代（お持ちでない方）　1,300円
◆認知症予防教室
　「わくわく！脳力アップ教室」
と　き ２月24日
ところ パレス琴丘

◆介護予防事業に参加される方へのお願い◆
　当日、必ず検温してください。熱がある場合や咳や鼻水が出る、頭痛があるなど体調に違和感がある方は、
無理をせず参加をご遠慮ください。
※マスク着用、手指消毒、３密対策等感染防止に配慮しながら実施します。
※�新型コロナウイルス感染症の感染状況により、中止となる場合がありま
す。参加される方は、地域包括支援センターにご確認ください。

おれんじカフェ ～安心して生活できる地域を目指して～

もの忘れ相談
プログラム

　パソコンの画面をタッチして、日
時や花、動物などの言葉を答えるこ
とでもの忘れ度をチェックします。
この機会に体験してみませんか。

✿認知症の方がご自身のペースで過ごせる交流の場
✿家族が介護に関する不安や悩みを相談できる場
✿介護者同士の情報交換や仲間作りの場
✿住民にとって認知症への理解が深まる場

どんな場所なの？

来月の予告 ３月は山本地域拠点センターで行います。

　高齢化が進み、認知症は誰もが関わる可能性のある身近な
病気となり、認知症への理解を推進する活動も増えてきまし
た。その一方で、本人や近くで見守る家族が疲弊し社会参加
の機会が奪われ、孤立してしまうことも少なくありません。
「おれんじカフェ」は認知症の方やその家族、地域で認知症
の方を支えたいと思っている方が気軽に参加でき、安心して
過ごせる集いの場です。お気軽にご参加ください。

⃝と　き　２月17日　13時30分～15時
⃝ところ　弘法町児童館
⃝参加費　無料（参加自由）
⃝ミニ講話　�「認知症のお薬について」
　�　薬剤師さんが参加して、認知症の症
状やお薬についてお話しします。お薬
手帳をお持ちの方はご持参ください。

～認知症家族交流会のお知らせ～
　認知症の方を介護している家族が、お互いの思いや悩み、
経験などを語り合い、情報交換ができる場として交流会を開
催します。「認知症の家族の介護に悩んでいる」、「介護して
いる仲間がほしい」、「他の方の介護の話を聞きたい」そんな
方は、ぜひご参加ください。

⃝と　き　３月３日　
　　　　　13時30分～15時（出入り自由）
⃝ところ　山本地域拠点センター
⃝対　象　認知症の方を介護している家族

　

一
般
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の
支
援
者
の
方
も
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

⃝

と　
き　
２
月
17
日　

14
時
～
16
時

⃝

と
こ
ろ　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

相　
談

・
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・�

１
人
あ
た
り
30
分
以
内
の
相
談
と
な

り
ま
す
。（
最
大
４
人
ま
で
）

※�

こ
の
事
業
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

の
配
分
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
等
で
使
わ
な
く
な
っ
た
学
用
品

や
文
具
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
等
の
再
活
用

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
制
服
、
柔

道
着
、
習
字
道
具
、
裁
縫
セ
ッ
ト
等
が

集
ま
り
、
必
要
と
し
て
い
る
世
帯
に
無

償
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

⃝

と　
き　
２
月
26
日　

13
時
～
17
時

⃝

と
こ
ろ　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

対　
象　

�

町
内
在
住
の
小
・
中
・
高

校
生
の
い
る
世
帯

※�

転
売
目
的
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

在
庫
状
況
に
よ
り
、
希
望
の
サ
イ
ズ
等

が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
確
認
し
た

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

リ
ユ
ー
ス（
学
用
品
等
再
活
用
）

事
業
の
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

休
日
開
催
！

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
８
３
ー
４
８
６
１

令和４年２月 16



配達承ります!  税込￥540～
店 頭 価 格 税込￥490～
LINEからも簡単に注文OK!
三種町森岳字岩瀬 120－8
島新本店から徒歩５秒!
TEL&FAX 0185－74－9135

土日イベントや
スポ少のお弁当
配達込み¥500～

広告

１
年
の
安
寧
を
願
い
！

浜
田
大
ど
ん
ど
焼
き

　

１
月
９
日
、
浜
田
農
村
公
園
に
お
い

て
大
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
浜
田
獅
子
舞
愛
好
会
が
主

催
し
た
も
の
で
、
地
域
の
方
が
た
約

１
５
０
人
が
参
加
し
、
今
年
１
年
の
安

寧
を
願
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
中
止
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
に
行
わ

れ
た
ど
ん
ど
焼
き
に
は
、
２
年
分
の
役

目
を
終
え
た
正
月
飾
り
や
破
魔
矢
、
お

守
り
な
ど
を
持
参
し
た
地
域
の
方
が
た

が
次
つ
ぎ
と
訪
れ
ま
し
た
。
さ
い
銭
箱

も
設
置
さ
れ
、
訪
れ
た
方
が
た
が
手
を

合
わ
せ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
お
さ
い
銭

は
、
浜
口
小
学
校
の
図
書
購
入
用
に
寄

贈
さ
れ
ま
す
。

▲今年も元気に過ごしましょう！

▲天筆と獅子頭

まちの話題

　

新
年
早
々
か
ら
の
寒
波
に
は
じ
ま
り
、
連
日

の
降
雪
に
よ
り
、
除
雪
作
業
に
お
疲
れ
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
落
雪
や
作
業
中
の
事
故
に
は
、

十
分
気
を
つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
町
と
し
て
も
道
路
管
理
に
鋭
意
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
隅
ず
み
に
ま
で

行
き
渡
ら
ず
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
こ

と
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、
地

域
の
み
な
さ
ま
の
安
全
確
保
の
た
め
、
努
力
し

て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

年
明
け
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
驚
異
的
な
感
染
力
に
よ
り
全
国

的
に
も
感
染
拡
大
が
続
き
、
第
６
波
の
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
能
代
山
本
地
域
に
お
い
て
も

複
数
の
ク
ラ
ス
タ
ー
か
ら
多
く
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
時
節
柄
、
受
験
や
就
職
な
ど

で
県
外
へ
の
往
来
が
多
く
な
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
気
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
感
染
予
防
対
策
を
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
令
和
４
年
度
予
算
編
成
の
最
中
で

あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
は
じ
め
、山
積
す
る
課
題
解
決
に
向
け
、

実
効
性
の
あ
る
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
体
調
管
理
に
十
分
配
慮

し
、
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
る
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

町
長
室
か
ら

町
長
　
田
川
　
政
幸

スノーアクティビティ２０２２
in秋田森岳温泉36ゴルフ場

開催中止のお知らせ

　２月13日に開催を予定していたスノーアク
ティビティ2022は、新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止といたします。
◆問い合わせ先　三種町観光協会　☎８８－８０２０

　

ま
た
、
同
会
で
は
平
成
31
年
か
ら
六

郷
の
カ
マ
ク
ラ
で
行
わ
れ
て
い
る
「
天

筆
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
会
員
な
ど
か

ら
約
40
本
ほ
ど
の
天
筆
が
集
ま
り
ま
し

た
。集
ま
っ
た
天
筆
に
は
、「
家
内
安
全
」

や
「
千
客
万
来
」
な
ど
の
願
い
事
が
し

た
た
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
同
会
副
会

長
の
三
浦
幸
綱
さ
ん
は
「
天
筆
が
な
び

く
と
き
れ
い
。
ま
だ
地
域
に
根
付
い
て

い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
ど
ん
ど
焼
き

へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
も
、
天
筆

に
取
り
組
む
人
が
増
え
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

公
園
に
組
み
上
げ
ら
れ
た
竹
に
点
火

し
た
後
は
、
バ
チ
バ
チ
と
竹
が
は
ぜ
る

音
を
聞
き
な
が
ら
、
同
会
の
用
意
し
た

豚
汁
や
甘
酒
、
ゆ
で
卵
で
体
を
温
め
ま

し
た
。

広報 みたね
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生涯学 習通信
月号

教育委員会　☎87－2115（代表）
2

講師：田村早妃氏……
　町内外で活動する若手書家。
似顔絵、ウェルカムボードや色
紙の作製など幅広く手掛ける。
平成31年より三種町新年書き
初め大会に講師として携わる。
　　 Instagramアカウント
　　 @saki_hoshun

三
種
町
新
年
書
き
初
め
大
会
結
果

⃝

１
年
生

金
賞　
安あ
ん

保ぼ

　
優ゆ

月づ
き（

琴
丘
）

銅
賞　
櫻さ
く
ら庭ば

　
将し
ょ
う真ま

（
金
岡
）

⃝

２
年
生

金
賞　
三み

浦う
ら

　
愛あ
い

来ら
（
金
岡
）

銀
賞　
野の

ろ

た
呂
田
風ふ
う

妃き
（
浜
口
）

銀
賞　
檜ひ

森も
り

　
朱し
ゅ

莉り
（
浜
口
）

銅
賞　
成な
り

田た

　
紗さ

こ子
（
湖
北
）

銅
賞　
北き
た
ば
や
し林

　
　
蘭ら
ん（

下
岩
川
）

⃝

３
年
生

金
賞　
白し
ら
と
り鳥

　
千ち

聡さ
と（

琴
丘
）

銀
賞　
珍ち
ん

田だ

　
愛あ
い

梨り
（
金
岡
）

銅
賞　
相あ
い
は
ら原

　
由ゆ

な奈
（
湖
北
）

銅
賞　
進し
ん
ど
う藤

　
桜お
う

雅が
（
湖
北
）

銅
賞　
近こ
ん
ど
う藤

　
孜し

龍
り
ゅ
う（

琴
丘
）

銅
賞　
野の

ろ

た
呂
田
柚ゆ
ず

姫き
（
浜
口
）

⃝

５
年
生

金
賞　
児こ

玉だ
ま

　
未み

い維
（
琴
丘
）

金
賞　
児こ

玉だ
ま

　
絆ひ

め愛
（
湖
北
）

銀
賞　
三み

浦う
ら

　
和な
ご

笑み
（
湖
北
）

銅
賞　
珍ち
ん

田だ

　
大ひ
ろ

翔と
（
金
岡
）

銅
賞　
内な
い
と
う藤

　
柚ゆ
ず

季き
（
金
岡
）

銅
賞　
北き
た
ば
や
し林

　
　
楓か
え
で（

下
岩
川
）

⃝

６
年
生

金
賞　
田た

村む
ら

　
　
葵あ
お
い（

金
岡
）

金
賞　
藤ふ
じ
わ
ら原

　
梨り

こ瑚
（
金
岡
）

銀
賞　
田た

村む
ら

ま
ひ
る
（
金
岡
）

銀
賞　
藤ふ
じ
わ
ら原

　
瑛あ
き

音と
（
森
岳
）

銅
賞　
菊き
く

地ち

　
紗さ

な菜
（
金
岡
）

銅
賞　
北き
た
ば
や
し林

　
雅ま
さ

輝き
（
下
岩
川
）

銅
賞　
小こ

塚づ
か

　
春は

る

香か
（
浜
口
）

令
和
４
年

　住民総参加型スポーツ大会として、毎年２月第３
日曜日に開催している「三種町８人制バレーボール
大会」は、新型コロナウイルスの昨今の感染状況を
鑑み、中止することとしましたのでお知らせします。

三種 町８人制
バレーボール大会
中止のお知らせ

令
和
３
年
度

銅
賞　
板い
た
く
ら倉
あ
ず
さ
（
森
岳
）

銅
賞　
袴は
か
ま
た田

　
航こ
う
へ
い平（

森
岳
）

⃝

４
年
生

金
賞　
関せ
き

　
　
由ゆ

あ愛
（
湖
北
）

銀
賞　
田た

川が
わ

　
愛あ
い

奈な
（
金
岡
）

銀
賞　
田た

村む
ら

　
未み

む夢
（
金
岡
）

銀
賞　
小お

栗ぐ
り

　
愛あ
い

菜な
（
湖
北
）

銀
賞　
田た

澤ざ
わ

　
柚ゆ
ず

希き
（
湖
北
）

銀
賞　
畠は
た
け
や
ま山

　
夏な

う羽
（
浜
口
）

銀
賞　
畠は
た
け
や
ま山

　
希の
ぞ

美み
（
浜
口
）

銀
賞　
藤ふ
じ
わ
ら原

　
夢ゆ

わ和
（
森
岳
）

銀
賞　
鰐わ
に

田た

こ
こ
葵り
（
森
岳
）

銅
賞　
渡わ
た
な
べ部
瑚こ

こ

な
々
奈
（
湖
北
）

銅
賞　
近こ
ん
ど
う藤

　
　
爽さ
や
か（

森
岳
）

銅
賞　
袴は
か
ま
た田

　
真ま

お央
（
森
岳
）

銅
賞　
三み

浦う
ら

　
紗さ

え恵
（
森
岳
）

金
賞　
西に
し
む
ら村

　
由ゆ

な奈
（
琴
丘
中
２
年
）

金
賞　
笹さ
さ
む
ら村

　
　
紫さ
き

（
山
本
中
３
年
）

銅
賞　
北き
た
ば
や
し林

　
紗ね

ね寧
（
山
本
中
１
年
）

銅
賞　
志し

と

だ
戸
田
優ま
さ

哉や

（
山
本
中
３
年
）

❖
小
学
校

❖
中
学
校

　
１
月
６
日
、
山
本
公
民
館
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
十

分
に
行
い
な
が
ら
、
新
年
書
き
初
め
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
の
小
中
学
生

45
人
が
力
作
を
提
出
し
、
１
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
、
山
本
公
民
館
に
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令和４年２月 18



　12月27日、秋田ノーザンゲートスクエアにお
いて、ＪＲ東日本秋田ペッカーズ（秋田市）によ
るミニバスケットボールクリニックが開催され、
琴丘ミニバスケットボールクラブと八竜ＭＢＣか
ら22人が参加しました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、秋田ノー
ザンゲートスクエアでのクリニックは初開催で、
ＪＲ秋田支社と町教育委員会が「スポーツ・地域

振興に関す
る合意書」
を締結して
いることか
ら、今回の
クリニック
が実現しま
した。

　１月８・９日、琴丘総合体育館と山本体
育館を会場に第28回北緯40度中学校バス
ケットボール交流大会が開催されました。
　この大会は、共に北緯40度線上にある縁
から旧琴丘町と岩手県葛巻町がスポーツを
通じて交流を深めようと始まったものです。
今年は、男女各10チームが参加し、２年ぶ
りに冬の熱戦を繰り広げました。

ＪＲ東日本秋田ペッカーズが
町内ミニバスチームを指導

秋田ノーザンゲートスクエア初開催

男子　１位　八 　 竜
　　　２位　外 旭 川
　　　３位　横手明峰

女子　１位　青森山田
　　　２位　河 　 辺
　　　３位　羽 　 城

結
　
　
果

交 流 大 会

北緯40度中学校
バスケットボール

　町では、次のとおり奨学金制度を実施しています。貸付
の可否については、３月下旬頃に応募者に通知します。

◆問い合わせ先　教育委員会　総務学事係
　　　　　　　　☎87－2115

奨学金の概要
募集対象 三種町民の子弟

貸付対象
高等学校・高等専門学校・専門学校・短期大学・大学
若干名（応募者全員が奨学生に採用されるとは限
りません）

貸 与 額

・高等学校
　月額２万円以内・入学一時金10万円以内
・高等専門学校１～３年
　月額３万円以内・入学一時金10万円以内
・高等専門学校４～５年
　月額５万円以内
・専門学校・短期大学・大学
　月額５万円以内・入学一時金30万円以内

選考方法 三種町奨学生選考委員会で選考します。

償還年数 10年以内

据置期間 卒業後半年

償還方法 月賦または年賦による償還

利 息 無利子

申請期間 ２月１日～28日　８時30分から17時15分
※土日・祝日を除く

申請書類
の入手先 教育委員会または町ホームページ

令和４年度 奨 学 生 募 集

　三種町出身で旧浜口中学校を卒業した吉田
勇さんより、八竜中学校に油絵が寄贈されま
した。吉田さんは、地元の学校に記念に残る
ものを寄贈したいという思いから、昨年３月
に八峰町出身の画家である故・大高孝雄さん
に「八竜」にちなんだ竜の絵の作成を依頼し、
約７か月かけて10月末に完成しました。
　題名は、「昇龍の励まし」で、絵の前に立つ
とき、昇龍から励まされ、前に進んでいこう
という気持ちになって欲しいという願いが込
められています。

油絵「昇龍の励まし」の寄贈

広報 みたね
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小・中学校の学校再編について

　

12
月
20
日
、
第
５
回
三
種
町
立

小
・
中
学
校
再
編
準
備
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
中
学
校
の
建
設
候
補

地
で
あ
る
山
本
中
学
校
敷
地
内
、
琴

丘
中
学
校
・
こ
と
お
か
中
央
公
園
周

辺
を
意
見
書
に
ま
と
め
る
こ
と
を
確

認
す
る
会
と
な
り
ま
し
た
。
意
見
書

の
【
提
言
】
と
【
今
後
配
慮
す
べ
き

事
】
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

提
　
　
言

　

統
合
中
学
校
の
建
設
場
所
は
、
山

本
中
学
校
敷
地
内
あ
る
い
は
琴
丘
中

学
校
・
こ
と
お
か
中
央
公
園
周
辺
の

い
ず
れ
か
を
適
地
と
考
え
る
。

Ⅰ
．
山
本
中
学
校
敷
地
内

⑴　
建
設
の
適
地
と
す
る
理
由

　

①�

委
員
を
対
象
と
し
た
意
向
調
査

に
お
い
て
、
第
１
候
補
地
と
し

て
64
％
を
占
め
た
。

　

②�

敷
地
内
に
主
要
施
設
を
配
置
で

き
る
。
公
共
施
設
（
山
本
体
育

館
、
山
本
野
球
場
等
）
の
利
用

も
で
き
る
。

　

③�

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
７
年
度

ま
で
の
工
事
で
、
令
和
８
年
度

の
開
校
が
期
待
で
き
る
。

　

④�

合
併
特
例
債
等
の
活
用
が
で
き
、

財
源
に
つ
い
て
見
通
し
を
も
っ

て
対
応
で
き
る
。

　

⑤�

通
学
距
離
が
各
地
域
の
中
間
に

位
置
す
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
で
は
琴
丘
地
域
、
八
竜
地

域
と
も
に
30
分
程
度
で
通
学
で

き
る
。

　

⑥�

中
学
校
ま
で
の
歩
道
と
街
灯
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。

⑵　
課
題
と
解
決
策

　

①�

校
地
の
一
部
に
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
（
体
育
館
西
側
）
が

指
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
中

学
生
が
使
用
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
て
も
、
早
期
に
改
修
工
事

等
に
よ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

②�

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
広
さ
を
最
大
限

確
保
す
る
た
め
、
校
舎
の
建
て

方
等
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

　

③�

生
徒
の
安
全
確
保
の
視
点
か
ら
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
ロ
ー
タ
リ
ー

の
設
置
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

④�

校
地
内
を
通
る
公
道
に
関
す
る

こ
と
や
、
山
本
中
学
校
入
口
の

信
号
機
周
辺
の
安
全
対
策
が
求

め
ら
れ
る
。

Ⅱ�

．
琴
丘
中
学
校
・
こ
と
お
か
中
央

公
園
周
辺

⑴　
建
設
の
適
地
と
す
る
理
由

　

①�

委
員
を
対
象
と
し
た
意
向
調
査

に
お
い
て
、
第
２
候
補
地
と
し

て
54
％
を
占
め
た
。

　

②�
琴
丘
総
合
体
育
館
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
等
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が

最
も
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、

琴
丘
森
岳
Ｉ
Ｃ
も
近
く
、
他
校

と
の
交
流
に
も
便
利
な
位
置
で

あ
る
。

　

③�

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
７
年
度

ま
で
の
工
事
で
、
令
和
８
年
度

の
開
校
が
期
待
で
き
る
。

　

④�

合
併
特
例
債
等
の
活
用
が
で
き
、

財
源
に
つ
い
て
見
通
し
を
も
っ

て
対
応
で
き
る
。

　

⑤�

山
本
・
八
竜
地
域
が
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
対
象
と
な
る
。

　

⑥�

中
学
校
ま
で
の
歩
道
と
街
灯
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。

⑵　
課
題
と
解
決
策

　

①�

校
舎
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
施
設
ま
で

の
距
離
等
を
考
慮
し
、
新
校
舎

の
建
設
場
所
は
現
校
舎
の
位
置

が
適
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い

建
設
と
旧
校
舎
解
体
の
時
期
や

対
応
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

　

②�

こ
と
お
か
中
央
公
園
内
に
あ
る

多
目
的
広
場
を
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
公
園
施
設
の
除
外

申
請
等
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

③�

山
本
地
域
の
金
岡
地
区
か
ら
の

通
学
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

対
応
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

④�

こ
と
お
か
中
央
公
園
入
口
の
安

全
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
配
慮
す
べ
き
事

　
⑴�　
統
合
に
関
す
る
準
備
委
員
会

等
を
開
催
し
て
、
目
指
す
べ
き

教
育
の
在
り
方
を
早
急
に
検
討

し
、
統
合
後
の
学
校
が
ス
ム
ー

ズ
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。

　
⑵�　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
を
第
一
に
考
え
、
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
る

こ
と
。

　
⑶�　
統
合
を
見
据
え
、
３
つ
の
中

学
校
の
生
徒
の
交
流
に
努
め
る

こ
と
。

　
⑷�　
遠
距
離
通
学
と
な
る
生
徒
や

保
護
者
の
負
担
を
考
え
、
適
切

な
通
学
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
⑸�　
統
合
に
関
す
る
委
員
会
の
協

議
の
内
容
に
つ
い
て
、
町
民
へ

の
広
報
に
努
め
る
こ
と
。

　
⑹�　
学
校
再
編
後
の
校
舎
等
の
利

活
用
方
法
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
と
共
に
検
討
す
る
こ
と
。

　

以
上
の
内
容
等
が
意
見
書
に
盛
り

込
ま
れ
、
12
月
23
日
に
町
教
育
委
員

会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
定
例
教
育
委
員
会
で
協
議

し
た
う
え
で
町
総
合
教
育
会
議
を
開

催
し
て
候
補
地
を
決
定
し
、
町
議
会

へ
説
明
後
、
町
民
対
象
の
報
告
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

～「第５回 三種町立小・中学校再編準備委員会」～
令和３年12月20日：琴丘地域拠点センター

学
校
再
編
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
令
和
３
年　
第
７
号

　
―
発
行
者
―

　
　
　
三
種
町
教
育
活
動
推
進
員

長
浜　
　
中

令和４年２月 20



大
輝
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
心
を
落
ち

着
か
せ
た
い
時
は

座
禅
を
し
て
み
よ

う
と
思
っ
た
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
琴
丘
中
学
校
で
Ｊ
Ｒ
出

前
授
業
が
行
わ
れ
、
２
年
生
が
「
地

域
の
魅
力
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
事
業
を

コ
ラ
ボ
さ
せ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

始
め
に
会
社
概
要
や
業
務
内
容
、

現
在
力
を
入
れ
て
い
る
「
地
域
再
発

見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
地
元
の
魅
力
を
掘

り
起
こ
し
発
信
す
る
こ
と
で
足
を
運

ん
で
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
企
画
と

の
こ
と
で
し
た
。
続
い
て
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
Ｊ
Ｒ
職
員
か
ら
ヒ
ン
ト
を
も

ら
い
な
が
ら
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
「
電
車
内
で
秋
田
の

食
べ
物
を
使
っ
た
料
理
教
室
の
開
催
」

「
雪
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
秋

田
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
企
画
」

等
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
三
種
町
に
は
た
く
さ
ん

の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
可
能
性
を

広
げ
て
い
く
の
が
皆
さ
ん
の
力
。
個

性
を
生
か
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
。
」
と
生
徒
を
励
ま
し
ま
し

た
。
田
中

健
登
さ
ん

は
「
Ｊ
Ｒ

が
地
域
創

生
事
業
と

し
て
地
域

と
密
接
に

関
係
し
て

い
る
こ
と

が
わ
か
っ

た
。
」
西

村
由
奈
さ

ん
は
「
地

域
の
魅
力
と
Ｊ
Ｒ
の
事
業
例
を
掛
け

合
わ
せ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
面
白
か
っ
た
。
自
分
た
ち
に

も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
感
じ
た
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

琴
丘
小
６
年
生
は
Ｊ
Ａ
食
農
学
習

と
し
て
琴
丘
産
の
米
粉
を
使
っ
た
ど

ら
焼
き
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
講

師
は
琴
丘
在
住
の
崎
山
浩
美
さ
ん
と

工
藤
聖
美
さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。

米
粉
に
砂
糖
や
蜂
蜜
、
卵
等
を
入
れ

て
か
き
混
ぜ
生
地
を
作
り
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
で
適

量
ず
つ
焼
い

て
い
き
ま
し

た
。
最
初
は

難
し
そ
う
で

し
た
が
次
第

に
焼
き
方
に

も
慣
れ
丸
い

形
に
焼
き
上

げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

焼
き
上
が
っ

た
生
地
の
間

に
あ
ん
こ
や
リ
ン
ゴ
ジ
ャ
ム
、
カ
ス

タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
等
を
挟
ん
で
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
試
食
タ
イ
ム
で
は
出

来
た
て
の
ど
ら
焼
き
を
美
味
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
岡
本
聖
華
さ

ん
は
「
家
で
お
や
つ
作
り
は
し
て
い

る
が
ど
ら
焼
き
は
初
め
て
作
っ
た
。

出
来
た
て
の
ど
ら
焼
き
は
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
。
冬

休
み
に
家
で
作
っ

て
み
た
い
。
」
大

山

心

愛

さ

ん

は

「
皮
を
焼
く
と
き

に
形
を
整
え
る
の

が
難
し
か
っ
た
。

リ
ン
ゴ
ジ
ャ
ム
が

気
に
な
っ
た
の
で

試
食
し
て
み
た
ら

美
味
し
か
っ
た
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

琴
丘
中
で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｒ
出
前
授

業
で
は
Ｊ
Ｒ
、
地
元
ど
ち
ら
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
面
白
い
企
画
が
た
く

さ
ん
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
机
上
で
終

わ
る
こ
と
な
く
実
際
に
実
現
で
き
た

ら
い
い
の
に
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

令和４年１月２０日 三種町学校支援通信 令和３年度 第１０号

令３ 第１０号

－発行者－

三種町教育委員会

教育活動推進員

渡邊 清彦

み
た
ね
の
学
校

こ
の
度
、
鵜
川
保
育

園
で
お
茶
会
が
行
わ
れ

湖
北
小
１
年
生
が
年
長

児
か
ら
お
も
て
な
し
を

受
け
ま
し
た
。

歩
き
方
や
座
り
方
、

挨
拶
な
ど
基
本
的
な
作

法
の
練
習
を
し
て
か
ら

今
日
の
お
菓
子
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
「
お
茶

を
ど
う
ぞ
」
「
い
た
だ

き
ま
す
」
次
に
園
児
が

運
ん
で
き
た
お
茶
を
て

い
ね
い
に
い
た
だ
き
ま

し
た
。
年
長
児
さ
ん
は

慣
れ
た
様
子
で
お
茶
を

下
げ
る
ま
で
１
年
生
を

も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。

畠
山
優
空
さ
ん
は
「
久

し
ぶ
り
に
飲
ん
で
お
い

し
か
っ
た
。
」
相
原
大

河
さ
ん
は
「
保
育
園
の

時
は
苦
く
て
飲
め
な
か
っ

た
け
ど
今
日
は
飲
む
こ

と
が
で
き
た
。
」
と
話

し
ま
し
た
。
保
育
園
で

は
静
と
動
、
お
も
て
な

し
の
心
を
学
ぶ
た
め
に

毎
年
お
茶
会
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

湖
北
小
学
校

こ
の
度
、
湖
北
小
６
年
生
が

鵜
川
の
鳳
来
院
（
茂
林
友
道
住

職
）
を
訪
れ
座
禅
を
体
験
し
ま

し
た
。

座
り
方
や
足
・
手
の
組
み
方

等
の
指
導
を
受
け
、
鐘
の
合
図

で
座
禅
を
始
め
ま
し
た
。
ゆ
っ

く
り
と
時
間
が
流
れ
る
中
、
子

ど
も
た
ち
は
静
寂
に
身
を
置
い

て
い
ま
し
た
。
途
中
で
「
中
学

校
で
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
願
い
を
込
め
て
一
人
一
人
が

警
策
（
木
製
の
棒
）
で
肩
を
打
っ

て
も
ら
う
体
験
も
し
ま
し
た
。

鐘
の
合
図
で
約
15
分
間
の
座
禅

が
終
わ
る
と
さ
わ
や
か
な
表
情

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
茂
林

住
職
は
「
や
る
べ
き
こ
と
に
は

真
剣
に
取
り
組
み
、
め
り
は
り

の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
」

と
励
ま
し
ま
し
た
。
佐
藤
成
那

さ
ん
は
「
座
禅
を
し
て
自
分
の

悪
い
所
を
直
し
て
い
こ
う
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
伊
藤

琴
丘
中
学
校

琴
丘
小
学
校

琴
丘
中
学
校
で
ス
マ

ホ
・
携
帯
安
全
教
室
が

開
催
さ
れ
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
職

員
が
講
話
し
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
や
携
帯
は
便
利

だ
が
誹
謗
中
傷
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
や
ネ
ッ
ト
依

存
な
ど
動
画
を
見
せ
な

が
ら
使
い
方
を
間
違
う

と
大
変
な
こ
と
に
な
る

例
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
生
徒
と
一
緒
に

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
方
法

を
考
え
「
正
し
い
知
識

で
賢
く
使
い
こ
な
そ
う
。
」

と
ま
と
め
ま
し
た
。

続
い
て
人
権
教
室
が

行
わ
れ
、
人
権
擁
護
委

員
の
近
藤
和
雄
氏
が
日

頃
の
活
動
の
様
子
や
相

手
を
思
い
や
る
心
の
大

切
さ
に
つ
い
て
講
話
し

ま
し
た
。
工
藤
伊
織
さ

ん
（
２
年
）
は
「
ネ
ッ

ト
を
使
う
と
き
は
ル
ー

ル
や
時
間
を
守
り
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
上
手
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
。
」
金
覇

亜
人
さ
ん
（
１
年
）
は

「
ク
ラ
ス
で
い
じ
め
が

起
き
な
い
よ
う
に
気
を

配
っ
て
生
活
し
た
い
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

琴
丘
中
学
校

広報 みたね
mitane town
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インフォメーション三
種
町
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

　

学
校
に
行
き
づ
ら
い
、
ゆ
っ

く
り
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
た

い
、
学
校
に
い
け
な
い
子
ど
も

の
対
応
に
困
っ
て
い
る
、
誰
か

に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
な

ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

細
か
い
手
続
き
は
一
切
不
要

で
電
話
１
本
で
ス
タ
ッ
フ
が
動

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

⃝

開
催
日
程　

毎
週
月
～
水
、

金
、
土
曜
日　

10
時
～
17
時

問
い
合
わ
せ
先
…

三
種
町
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
（
長
信
田
の
森
心

療
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

（
☎
８
３
―
５
０
３
４
）

高
齢
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

操
作
体
験
会
の
お
知
ら
せ

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購
入
し

て
使
い
方
を
学
び
た
い
方
や

も
っ
と
活
用
し
た
い
な
ど
と
考

え
て
い
る
方
向
け
に
操
作
体
験

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

体
験
会
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
持
ち
で
な
い
方
も
気
軽

に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

⃝

と
き
・
と
こ
ろ

・
２
月
９
日

　

①
11
時
～
12
時
30
分

　

②
14
時
～
15
時
30
分

　

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー

⃝

対　
象　
県
内
に
お
住
ま
い

の
65
歳
以
上
の
方

⃝

定　
員　
各
回
10
人

⃝

参
加
料　
無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秋
田
県

北
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
８
６
―
４
９
―
８
５
５
３
）

ク
ロ
ス
ボ
ウ
が
所
持
禁
止

に
な
り
ま
す
！

　

こ
の
た
び
銃
刀
法
が
改
正
さ

れ
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
（
通
称
ボ
ウ

ガ
ン
）
の
所
持
が
原
則
禁
止
・

許
可
制
と
な
り
ま
す
。
改
正
法

の
施
行
後
（
令
和
４
年
３
月
15

日
施
行
）、
不
法
に
所
持
し
た

場
合
、
罪
に
問
わ
れ
ま
す
。（
３

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
）

Ｑ�

…
自
宅
な
ど
に
ク
ロ
ス
ボ
ウ

を
所
持
し
て
い
る
場
合
は
？

Ａ�

…
改
正
法
の
施
行
後
、
６
か

月
以
内
に
許
可
申
請
を
す
る

か
、
警
察
に
処
分
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
施
行
後
、
６

か
月
以
内
に
こ
れ
ら
の
措
置

を
講
ず
れ
ば
、
罪
に
問
わ
れ

ま
せ
ん
。

Ｑ
…
具
体
的
な
処
分
方
法
は
？

Ａ�

…
最
寄
り
の
警
察
署
に
直
接

持
ち
込
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

無
償
で
処
分
し
ま
す
。
処
分

の
依
頼
は
、
施
行
前
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

※�

不
明
な
点
は
能
代
警
察
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

能
代
警
察
署
生
活
安
全
課

（
☎
５
２
―
４
３
１
１
）

八
郎
湖
流
域
管
理
研
究
会

第
５
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

お
知
ら
せ

⃝

と　
き　
３
月
５
日

　

13
時
～
16
時
30
分

⃝

と
こ
ろ

　

山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

⃝

参
加
費　
無
料

⃝

内　
容

　
「
八
郎
湖
に
つ
な
が
る
三
種

を
理
解
す
る
」

　

第
１
部　

一
般
講
演

　

第
２
部　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

⃝

申
込
方
法

　

次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
知
ら

せ
る
ま
た
は
三
種
町
役
場
、
各

支
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
申
し

込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

hayakaw
a@
akita-pu.ac.jp

⃝
申
込
期
限�

２
月
25
日

　

※�
当
日
受
付
も
可
能
で
す
が

会
場
準
備
の
た
め
で
き
る

限
り
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
立
大
学
生
物
環
境
科
学

科
自
然
生
態
管
理
学
研
究
室

（
☎
０
１
８
―
８
７
２
―
１
６
２
３
）

公
共
職
業
訓
練
ア
ビ
リ

テ
ィ
コ
ー
ス
３
月
期
生
を

募
集

⃝

訓
練
科
（
定
員
）

　

①
電
気
設
備
技
術
科（
15
人
）

　

②
ビ
ル
管
理
技
術
科（
15
人
）

　

③
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
施
工
科（
10
人
）

　
　

※
ビ
ジ
ネ
ス
講
習
付
き

⃝

訓
練
期
間

　

①
②
４
月
５
日
～
９
月
30
日

　

③
４
月
５
日
～
10
月
28
日

⃝

訓
練
時
間

　

９
時
30
分
～
15
時
40
分

⃝

会　

場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
秋
田
（
潟
上
市
）

⃝

募
集
期
限　
２
月
24
日

⃝

受
講
料　
無
料

⃝

応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
申
込
を
さ
れ
た
方
で
、

新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に
つ

け
て
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

※�

毎
週
木
曜
日
に
施
設
見
学
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
雇
用
保

険
受
給
中
の
方
は
、
就
職
活

動
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
）
訓
練
課
受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

書
い
て
み
よ
う
！
想
い
が
整
う

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

⃝

と　
き

　

２
月
20
日　

10
時
～
12
時

⃝

と
こ
ろ　
山
本
公
民
館

⃝

参
加
費　
１
０
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

能
代
山
本
倫
理
法
人
会

（
☎
５
２
―
７
３
１
３
）

第
22
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（
栃
木
大
会
）
個
人

競
技
の
選
手
選
考
法
（
推
薦

応
募
制
）
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
予
選

大
会
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
特
例
と
し
て
推
薦
応
募
制

に
よ
る
選
手
選
考
を
行
い
ま
す
。

⃝

申
し
込
み
方
法

①�

身
体
・
知
的
障
が
い
者
は
、
市

町
村
担
当
主
管
課
、
精
神
障
が

い
者
は
地
域
振
興
局
福
祉
環
境

部
か
ら
推
薦
書
類
を
受
け
取

り
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

学
校
在
学
生
、
施
設
利
用
者

は
市
町
村
窓
口
で
の
対
応
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
所
属
先

へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③�

参
考
と
な
る
自
己
記
録
、
結

果
を
記
載
し
、
関
係
書
類
を

添
付
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

⃝

提
出
期
間

　

４
月
１
日
～
５
月
10
日

⃝

大
会
派
遣
期
間

　

10
月
27
日
～
11
月
１
日

問
い
合
わ
せ
先
…

一
般
社
団
法
人
秋
田
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
協
会

（
☎
０
１
８
―
８
６
４
―
２
７
５
０
）

松
下
あ
き
た
舞
妓
劇
場

「
昼
下
が
り
の
部
」
開
催

の
お
知
ら
せ

　

県
民
の
み
な
さ
ん
に
「
あ
き

た
舞
妓
」
を
よ
り
親
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
、「
広
報
み
た

ね
を
見
た
」
と
ご
予
約
時
に
お

伝
え
い
た
だ
い
た
方
を
無
料
で

ご
招
待
し
ま
す
。

⃝

と　
き　
毎
週
土
曜
日　

15

時
～
16
時
（
14
時
30
分
開
場
）

⃝

と
こ
ろ　
あ
き
た
文
化
産
業

施
設
松
下
あ
き
た
舞
妓
劇
場

⃝

対
象
者　
県
内
在
住
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
済
み
の
方

⃝

対
象
期
間　
３
月
末
ま
で

⃝

そ
の
他　
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
…

松
下
総
合
案
内

（
☎
０
１
８
―
８
２
７
―
３
２
４
１
）

（
仮
称
）
八
峰
町
及
び
能
代
市

沖
に
お
け
る
洋
上
風
力
発
電
事

業
に
お
け
る
計
画
段
階
環
境
配

慮
書
の
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　

山
本
郡
八
峰
町
お
よ
び
能
代

市
の
沖
合
に
お
い
て
計
画
し

て
い
る
風
力
発
電
事
業
に
係
る

「
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
」
に

つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
法
お

よ
び
関
係
省
令
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
縦
覧
い
た
し
ま
す
。

⃝

縦
覧
場
所　
三
種
町
役
場

⃝

縦
覧
期
間　
２
月
28
日
ま
で

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

⃝

Ｈ
Ｐ
公
表

　

h
ttp
s://w

w
w
.jera.

co.jp/corporate/denshi_
koukoku/assessm

ent_
happounoshiro
⃝

意
見
書

　

環
境
の
保

全
の
見
地
か

ら
の
ご
意
見

を
お
持
ち
の

方
は
２
月
28

日
ま
で
に
、

意
見
書
に
氏
名
、
住
所
お
よ
び

意
見
を
ご
記
入
の
う
え
、
縦
覧

場
所
に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す

意
見
書
箱
に
ご
投
函
く
だ
さ
る

か
、
ま
た
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

書
簡
に
て
郵
送
（
当
日
消
印
有

効
）に
よ
り
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※�

意
見
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人

情
報
は
、
本
件
に
つ
い
て
の

み
使
用
し
、
そ
れ
以
外
の
目

的
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
…

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
事
業
開
発

本
部
電
源
立
地
部
環
境
調
査
第

一
ユ
ニ
ッ
ト

〒
１
０
３
―
６
１
２
５　
東
京

都
中
央
区
日
本
橋
２
丁
目
５
番

１
号　
日
本
橋
髙
島
屋
三
井
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
２
５
階

（
☎
０
８
０
―
８
６
５
７
―
５
５
５
６
）

※�

土
・
日
、
祝
日
を
除
く
９
時

か
ら
17
時
ま
で

令和４年２月 22



　

町
で
は
、
町
内
の
求
人
情
報
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

鵜
川
保
育
園

⃝

職　
種　
用
務
員（
パ
ー
ト
）

⃝

募
集
人
員　
１
人

⃝

賃　
金

　

月
額
８
万
６
２
０
０
円

⃝

勤
務
形
態　
月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
14
時
30
分
（
う
ち

休
憩
１
時
間
）

⃝

そ
の
他　
４
月
１
日
か
ら
勤

務
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

鵜
川
保
育
園

（
☎
８
５
―
３
６
７
０
）

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

浜
口
保
育
園

⃝

職　
種　
調
理
員
兼
用
務
員

（
臨
時
職
員
）

⃝

募
集
人
員　
１
人

⃝

賃　
金

　

月
額
15
万
２
０
０
０
円
～

⃝

勤
務
形
態　
月
～
土
曜
日

（
う
ち
５
日
勤
務
）
８
時
30
分

～
17
時
10
分

⃝

必
要
資
格　
調
理
師
免
許

⃝

そ
の
他　
３
月
１
日
か
ら
勤

務
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

鵜
川
保
育
園

（
☎
８
５
―
３
６
７
０
）

株
式
会
社
　
ゆ
め
ろ
ん

⃝

職　

種　

レ
ス
ト
ラ
ン
・

調
理
助
手
（
正
社
員
も
し
く
は

パ
ー
ト
）

⃝

募
集
人
員　
若
干
名

⃝

賃　
金　
月
14
万
５
５
０
０
円

⃝

勤
務
形
態　
週
休
２
日
制（
シ

フ
ト
表
に
よ
る
月
９
日
休
み
）

⃝

そ
の
他　
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

株
式
会
社
ゆ
め
ろ
ん

（
☎
８
５
―
４
１
２
６
）

金
商
マ
ル
ゲ
ン
　
株
式
会
社

⃝
職　
種　
清
掃
（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
）

⃝
募
集
人
員　
２
人

⃝

賃　
金　
時
給
１
０
０
０
円

⃝

勤
務
形
態

　

１
～
２
時
間
の
短
時
間
勤

務
、
休
日
は
要
相
談

⃝

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

金
商
マ
ル
ゲ
ン
株
式
会
社

（
☎
７
４
―
７
７
７
８
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
も
と

⃝

職　
種　
支
援
員
（
会
計
年

度
任
用
職
員
）

⃝

募
集
人
員　
若
干
名

⃝

賃　
金

　

月
給
17
万
３
９
７
５
円

　

※
通
勤
・
期
末
手
当
あ
り

⃝

勤
務
形
態

　

シ
フ
ト
制
の
週
休
２
日

　

①
６
時
～
15
時
（
早
番
）

　

②
８
時
30
分
～
17
時
30
分

　

③
９
時
～
18
時

　

④
15
時
～
翌
９
時
（
夜
勤
）

⃝

必
要
資
格　

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級
も
し
く
は
介
護
職
員

初
任
者
研
修
修
了
者
（
介
護
福

祉
士
が
あ
れ
ば
な
お
可
）

⃝

そ
の
他　
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
も
と

（
☎
８
３
―
２
２
２
１
）

成
田
建
設
　
株
式
会
社

本
店

⃝

職　
種

　

①�

１
級
・
２
級
土
木
施
工
管

理
技
士

　

②�

１
級
・
２
級
建
築
施
工
管

理
技
士

　

③
土
木
作
業
員

　

④
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

　

⑤
営
業
職
（
一
般
・
住
宅
）

　

※
い
ず
れ
も
正
社
員

⃝

募
集
人
員　
各
若
干
名

⃝

賃　
金

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
掲
載
を
参
照

⃝

そ
の
他　
職
場
見
学
、
随
時

開
催
中
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

成
田
建
設
株
式
会
社
本
店

（
☎
８
５
―
２
４
０
１
）

三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会

⃝

職　
種　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
支
援
専
門
員
（
正
職
員
）

⃝
募
集
人
員　
１
人

⃝
賃　
金

　

月
給
16
万
５
０
０
０
円
～

⃝

必
要
資
格

　

介
護
支
援
専
門
員

⃝

そ
の
他　
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
７
２
―
４
４
０
０
）

社
会
福
祉
法
人

山
本
更
生
会
　
大
日
寮

⃝

職　
種　
生
活
支
援
員
（
産

休
・
育
休
代
替
職
員
）

⃝

募
集
人
員　
１
人

⃝

賃　
金

　

月
給
16
万
５
０
０
０
円
～

⃝

勤
務
形
態　
日
勤
・
宿
直
・

夜
勤
・
早
番
・
遅
番

⃝

そ
の
他　
雇
用
期
間
終
了
後

も
勤
務
継
続
可
。
詳
し
く
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

社
会
福
祉
法
人
山
本
更
生
会

（
☎
８
３
―
３
４
７
８
）

畠
慶
商
事
　
株
式
会
社

⃝

職　
種

・
鹿
渡
給
油
所

　

①
Ｇ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ

　

②
配
送
ス
タ
ッ
フ

　

③
検
針
ス
タ
ッ
フ

　

④
液
化
石
油
ガ
ス
整
備
士

・
ホ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
ハ
タ
ケ
イ

　

⑤
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ

　

⑥
金
物
店
ス
タ
ッ
フ

⃝

募
集
人
員　
各
若
干
名

⃝

賃　
金

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
掲
載
を
参
照

⃝

そ
の
他　
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

畠
慶
商
事
株
式
会
社

（
☎
８
７
―
３
１
３
１
）

株
式
会
社
　
丹
波
住
建

⃝

職　
種

　

①�

現
場
管
理
（
一
・
二
級
建

築
士
・
正
社
員
）

　

②
木
造
大
工
（
正
社
員
）

　

③�

住
宅
営
業
（
宅
地
建
物
取

引
士
・
正
社
員
）

　

④�

住
宅
営
業（
未
経
験
可
・
正
社
員
）

⃝

募
集
人
員　
①
２
人

　

②
５
人　

③
④
各
１
人

⃝

賃　
金

　

①
月
給
33
万
円
～

　

②
月
給
32
万
円
～

　

③
月
給
24
万
円
～

　

④
月
給
20
万
円
～

⃝

勤
務
形
態

　

①
②
日
勤
８
時
～
17
時

　

�

③
④
９
時
～
18
時
（
定
休
火
曜
）

⃝

そ
の
他　

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

株
式
会
社
丹
波
住
建

（
☎
８
３
―
２
０
６
０
）

河
上
薬
品
マ
ル
セ

株
式
会
社

⃝

職　
種

　

ル
ー
ト
営
業
（
正
社
員
）

⃝

募
集
人
員　
１
～
３
人

⃝

賃　
金　
月
給
23
万
円
～

⃝

そ
の
他　
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

河
上
薬
品
マ
ル
セ
株
式
会
社

（
☎
８
５
―
２
１
５
３
）

株
式
会
社
　
鹿
渡
工
業
本
店

⃝

職　
種

　

①
設
備
工
助
手
（
正
社
員
）

　

②
ジ
オ
ド
ク
タ
ー（
正
社
員
）

　

③
管
工
事
施
工
管
理
技
士

　
　
（
正
社
員
）

　

④�

ボ
ー
リ
ン
グ
工
助
手

　
　
（
正
社
員
）

　

※
④
は
急
募
！

⃝

募
集
人
員　
各
２
人

⃝

賃　
金

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
掲
載
を
参
照

⃝

そ
の
他　
見
習
い
も
可
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

株
式
会
社
鹿
渡
工
業
本
店

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

か
お
ん

⃝

職　
種　
ア
ル
バ
イ
ト
（
配

達
・
調
理
補
助
）

⃝

募
集
人
員　
１
人

⃝

賃　
金　
時
給
９
０
０
円
～

⃝

そ
の
他　
飲
食
業
に
興
味
の

あ
る
方
、
大
歓
迎
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

か
お
ん（

☎
８
３
―
４
２
２
０
）

大
信
太
工
業
　
株
式
会
社

⃝

職　
種

　

①
型
枠
大
工
（
正
社
員
）

　

②
木
造
大
工
（
正
社
員
）

⃝

募
集
人
員　
５
人

⃝

賃　
金

　

①
月
給
23
万
１
０
０
０
円
～

　

②
月
給
32
万
円
～

⃝

勤
務
形
態　
８
時
～
17
時

⃝

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.ooshida.

co.jp/

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

大
信
太
工
業
株
式
会
社

（
☎
８
３
―
３
８
８
８
）

社
会
福
祉
法
人
　
双
山
会

⃝

職　
種

・�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
り

た
け

　

①
介
護
職
員
（
正
職
員
）

　

②
介
護
職
員
（
契
約
職
員
）

　

③
介
護
補
助
職
員（
パ
ー
ト
）

・�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も

り
た
け

　

④
介
護
職
員
（
正
職
員
）

　

⑤
介
護
職
員
（
契
約
職
員
）

⃝

募
集
人
員

　

①
②
各
４
人　

③
３
人
程
度

　

④
⑤
各
２
人

⃝

賃　
金

　

①
17
万
５
０
０
０
円
～

　

②
16
万
円
～

　

③
時
給
８
５
０
円
～

　

④
16
万
９
０
０
０
円
～

　

⑤
15
万
４
０
０
０
円
～

　

※�

①
②
④
⑤
は
各
種
手
当
を

含
む

⃝

そ
の
他　

詳
し
く
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

社
会
福
祉
法
人
双
山
会

（
☎
７
２
―
４
５
５
５
）

ま
ち
の

報
情
人
求

求
人
情
報
募
集

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
情
報
統
計
係

　
☎
８
５
―
４
８
１
８

広報 みたね
mitane town

23



編集発行：三種町企画政策課　〒018−2401 秋田県山本郡三種町鵜川字岩谷子8番地　TEL 0185−85−4818　FAX 0185−85−2178
　　　　　URL http://www.town.mitane.akita.jp　E-mail mitane@town.mitane.akita.jp　印刷：㈱八郎潟印刷

行事予定

２月

町の人口と世帯数
●人　口 15,353人 （−43）
　 【男】 7,116人 （−20）
　 【女】 8,237人 （−23）
●世帯数 6,767戸 （− 5）
※令和３年12月末現在、（  ）内前月比

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
１ 火 琴丘保育園開放日「支援室で豆まきごっこ」（10：00～11：00）
２ 水 特設人権相談所（八竜ふれあいセンター　10：00～15：00）
３ 木 おひさまひろば「発育測定／豆まき会見てみよう」（子育て支援センター　９：30～11：30）
４ 金 浜口保育園開放日「一緒に遊びましょう!!」（10：00～11：00）
５ 土
６ 日
７ 月

８ 火
琴丘地域行政相談所（ひまわりセンター　10：00～12：00）
森岳保育園開放日「保育園って楽しいな」（10：00～11：00）
転倒予防教室　いきいき元気塾（八竜体育館　10：00～11：30）

９ 水
10 木 おひさまひろば「おさがり交換会しましょう」（パレス琴丘　９：45～11：30）
11 金 建国記念の日
12 土
13 日
14 月

15 火 転倒予防教室　いきいき元気塾（ＪＡ団地センター　10：00～11：30）
金岡保育園開放日「なんのコーナーで遊ぼうかな？」（10：00～11：00）

16 水 山本地域行政相談所（山本地域拠点センター　10：00～12：00）
八竜地域行政相談所（さざなみ苑　10：00～12：00）

17 木 おひさまひろば「グランマとお雛様巻寿司巻いてみよう」（ＪＡ団地センター　９：45～11：30）
おれんじカフェ（弘法町児童館　13：30～15：00）

18 金 八竜幼稚園・保育園合同開放日「おやつパーティ」（10：00～11：00）
２歳児歯科健診（保健センター）

19 土
20 日
21 月
22 火 転倒予防教室　いきいき元気塾（山本地域拠点センター　10：00～11：30）
23 水 天皇誕生日

24 木 おひさまひろば「お雛様作りましょう」（子育て支援センター　９：30～11：30）
認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（パレス琴丘　10：00～11：30）

25 金 鵜川保育園開放日「お店やさんに行こう！」（10：00～11：00）
26 土
27 日

28 月 時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘支所　17:15～19:00）
７か月児相談（保健センター）

　まもなく立春とは言え、まだ
まだ寒い日が続きますね。連日
の除雪作業に苦慮されているこ

とと存じます。
　さて、今年度も残すところ２か月となりました。昨
年、異動が決まった時は大変不安を感じました。しか
し、曲がりなりにも今日までやってこられたのは、職
場の上司や先輩、そして温かく見守ってくれた皆様の
おかげです。少し早いですが１年間大変お世話になり
ました。もし来年度も広報活動に関わることができま
したら引き続きよろしくお願いします。� （牧）

申告相談　２月７日～　※詳しくはP９をご覧ください。
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